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平成26年６月12日（木曜日） 
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    14 番  中  川     達 君 
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町民福祉部保険年金課保健センター 
担 当 課 長 兼 保 健 セ ン タ ー 所 長 重 原   正 君 
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福 祉 課 長 
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都市整備部地域振興課 
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都市整備部上下水道課長 長 田   学 君 

都市整備部上下水道課 
下 水 道 担 当 課 長 

井 上 慎 一 君 

会計管理者兼会計課長 瀬 戸 博 行 君 

教育委員会学校教育課 
指導管理担当課長 

岡 田   秀 君 

教育委員会生涯学習課長兼 
男女共同参画室長兼図書館長 

上 出   功 君 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 向   貴代治 君 事 務 局 書 記 若 林 優 治 君 

○議事日程（第２号） 

  平成26年６月12日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第31号から議案第42号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ４番 生 田 勇 人 

   10番 清 水 文 雄 

   ６番 藤 井 良 信 

   ７番 恩 道 正 博 

   １番 大 田 臣 宣 

   ８番 北 川 悦 子 

   ２番 中 島 利 美 

   11番 水 口 裕 子 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴席の皆様におかれましては、本会議場

にお越しをいただき、まことにご苦労さまで

ございます。 

 本日は町政に対する一般質問の日です。 

 議員が質問している際は静粛にしていただ

き、むやみに立ち歩いたり退席しないようお

願いいたします。 

 ただいまの出席議員は、15名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、10日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第31号

専決処分の承認を求めることについて〔平成

25年度内灘町一般会計補正予算（第６号）〕

から議案第42号内灘町火災予防条例の一部を

改正する条例についてまでの12議案を一括し

て議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 
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○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、昨日までに提出議案に対する質疑の

通告がありませんでしたので、質疑なしとし

て質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第31号専決

処分の承認を求めることについて〔平成25年

度内灘町一般会計補正予算（第６号）〕から

議案第42号内灘町火災予防条例の一部を改正

する条例についてまでの12議案については、

お手元に配付してあります議案付託表のとお

り所管の各常任委員会に付託いたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 なお、継続審査となっております請願第23

号については、付託委員会のほうで審査をお

願いいたします。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第25号「農政改革」を見直し、食料自給率の

向上を最優先した農政を求める請願、請願第

26号「消費税増税に反対する意見書」の提出

を求める請願書、請願第27号「海外で戦争す

る国」にする集団的自衛権の行使容認に反対

する意見書を求める請願の３件については、

お手元に配付の請願・陳情文書表のとおり、

総務産業建設常任委員会に付託いたしますの

で審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内とします。５分前

に呼び鈴で合図をいたしますのでご容赦願い

ます。 

 発言の際は挙手にて、議長の許可を得てか

ら行ってください。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ４番、生田勇人議員。 

   〔４番 生田勇人君 登壇〕 

○４番【生田勇人君】 議席４番、生田勇人

です。 

 皆様、おはようございます。 

 平成26年第２回定例会６月会議におきまし

て一般質問の機会を得ましたので、通告内容

に従い一問一答方式にて質問をします。 

 せっかくの機会ですので、４月より議会に

導入されましたタブレットパソコンを使い質

問します。何分まだふなれでございますので、

その辺はご容赦願いたいと思います。 

 それでは早速、質問に入らせていただきま

す。 

 まず１問目は、北部開発ビジョン策定に当

たり質問をいたします。 

 当町北部地区の区長、町会長を初め住民の

方々などで組織する北部開発促進協議会より、

先般５月12日に提言書が町長へと提出されま

した。 

 サンセットブリッジ、白帆台団地完成より

停滞しております北部開発の第２ステージの

推進を目標に、そして何より川口町長の公約

でもある北部開発ビジョン策定への期待感か

ら、平成25年の当初より、この開発ビジョン

策定に向け町行政と地域の方向性や意思疎通

を図るべく提言書の作成に取り組み、準備段

階を含め計10回の理事会、役員会を開催し議

論を重ねてまいりました。 

 今日に至るまで、市街化調整区域として町

の発展を支えてきた歴史的経緯のある北部地

区において、発展にかける各地区の思いを集

約し、総意としてまとめ上げ提言できたこと

は、これまでの行政に求めるばかりの姿勢か

ら脱却し、住民みずからがどう動き、町政に

働きかけることができるかという姿へと変革
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し、協議会初め北部地区住民の意識改革につ

ながったのではないかとの思いから感慨深い

思いがするわけでございます。 

 そこで質問をいたします。 

 町長が公約に掲げた北部開発ビジョン策定

に当たっては本年度に繰り越しとなった基本

調査もあります。策定に当たっての進め方を

具体的にお示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 早速ではございますが、生田議員の質問に

お答えをいたします。 

 昭和45年７月の都市計画法改正において、

町の南部が市街化区域に、北部が市街化調整

区域に指定されました。 

 南部の市街化区域は金沢市のベッドタウン

として大きく伸展してまいりました。 

 一方、北部地区は市街化調整区域として市

街化を抑制し、農業を中心とした土地利用と

なった次第でございます。市街化調整区域で

は、地区以外からの転入について規制がある

ことから、人口も減少状況となっております。 

 南北の均衡ある発展を進める上でも北部開

発ビジョンをしっかりと定め、北部地区の活

性化はもとより町全体の活力を高めてまいり

たいと考えております。 

 生田議員ご質問のビジョン策定の進め方で

ありますが、町といたしましても内灘北部地

区基本構想の策定に向けて、内灘町北部開発

促進協議会から提出されました提言書は北部

地区住民の総意として真摯に受けとめ、提言

内容を参考意見としまして基本構想をしっか

りとまとめてまいりたいと考えております。 

 昨年８月から進めております北部地区基本

構想事前調査業務につきましては、各種の資

料収集や先進事例の調査、工法検討などを現

在最終確認を行っているところでございます。

調査内容がまとまり次第、議会の皆様にお示

しをしたいと思っております。 

 今後は、事前調査資料をもとに議会の皆様

と協議し、また県農林部局、道路部局、公園

部局などと事業を進める上での問題点、課題、

採択事業の有無などについて協議しながら進

める予定と考えております。 

 これらを整理しまして、今年度末までに北

部地区基本構想を策定したいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。 

 しっかりと関係部門と協議して、今年度末

までにまとめていただきたいと思っておりま

す。 

 策定したビジョンを今後についてどのよう

なスケジュールで具現化していくのかがまさ

に発展の鍵となります。中長期的に取り組む

もの、短期集中、待ったなしで取り組まなけ

ればならないもの、ビジョン策定においては

目標としての開発の年次的な整備指針となる

べきものを考えます。もちろん開発整備には

予算についても国、県の支援なしには実現が

難しいものばかりであります。時間がかかる

こと、また変更しなければならないことが

洋々とあるとは存じます。 

 都市計画マスタープラン策定との兼ね合い

もあり、目標を定める意味においても優先順

位や進行計画は北部開発ビジョン策定時に明

記しておく必要があると捉えますが、この点

について考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 北部開発ビジョンの優先順位や進行計画を

定め、計画を具体化していく必要があると私

も考えております。 

 現在のところ、事業を具体化していくに当
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たり、まず土地利用、道路網計画、急傾斜地

の解消など整備についてはそれぞれの事業は

複合的な要素があり、関係機関との協議に相

当の時間を要するものと考えております。 

 その中でも町の活性化や定住促進を考える

と、優先度の高い事業としてのと里山海道か

らのアクセス道路の整備を優先すべきと考え

ております。 

 また、既存集落の活力維持を目的とした地

区計画制度の検討などもあわせて進めてまい

りたいと考えております。 

 その後には、急傾斜地の解消や農地整備、

地区内道路の整備等、全体計画を踏まえ、年

次ごとに区域を定め計画的に進めていくこと

が必要と思っております。 

 したがいまして、優先順位や進行計画につ

きましては、北部地区基本構想策定の中でし

っかりと明記してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。ぜひ目標に向かって年次計画性を持ち、

進めていただきたいと思います。 

 今ほど答弁中にもございましたが、のと里

山海道の接続道路、既存集落への地区計画制

度の導入など、人口減少時代においてこれら

の課題は待ったなし。定住人口の拡大、交流

人口の拡大は全国各自治体喫緊の課題であり、

当町においても、のと里山海道が無料化され

４車線化開通が迫る中、遅きに失している感

を挽回すべく、短期的に実行していかなけれ

ばならないと思っております。 

 今回の提言書には記載してありませんが、

白帆台小学校の建設、そして西荒屋小学校の

存続といった課題が北部地区にはございます。 

 本年３月、当町においては川口町長が旗頭

となって応援し、見事６選を果たした谷本正

憲石川県知事も、団地中央部を通過する位置

にインターチェンジを整備し、以降、見事宅

地を完売したかほく市高松の学園台を引き合

いに白帆台団地へののと里山海道接続道整備

の必要性をその選挙戦において展開されてお

りました。川口町長にもその整備支援を約束

されたと伺っております。 

 インターチェンジ整備により、金沢圏への

スムーズな通勤通学はまさに地元住民のため

の道路整備であり、宅地の完売へとつながり

ます。イコールその早期整備計画は小学校早

期建設への期待も大きく膨らみます。 

 そして、白帆台団地の完売は、県の認可が

必要となる既存集落における地区計画策定へ

とつながり、市街化調整区域であっても自由

に宅地を求めることができ、他地区からの転

入者が期待できるということは、西荒屋小学

校存続はもとより既存集落活性化へと大きく

前進します。 

 当町は県都金沢への短時間通勤圏に位置し、

人口減少時代においても定住人口を増加でき

る位置にあると確信しますが、それにはこれ

まで南部地区で行ってきたような時代の先を

見据えた整備が必要です。 

 北部開発促進協議会からの提言書にもアク

セス施設の設置は北部開発第２ステージの象

徴と位置づけられており、白帆台のさらなる

定住促進の観点から、その位置は道路の連続

性もある権現森インターチェンジとされてい

ます。もちろんこの提言においては、白帆台

町会長、理事の皆様初め全体協議の結果、総

意として提言されたものです。 

 平成24年、無料化前に開催されたインター

チェンジ説明会では十分な説明がなされず、

その後棚上げ状態となったことは残念のきわ

みではありますが、地元地区からの提言、県

の整備支援という環境の整った今、この北部

開発の鍵であるインターチェンジ整備を今後

町はどう計画していくのか。時間的なものも

含めてお聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 
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○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町といたしましては、町の定住促進や活性

化を図る上で北部地区インターチェンジの整

備は非常に重要なものと捉えております。 

 北部インターチェンジの計画につきまして

は、今後、提言書の意見を参考にし、県や関

係機関と協議を重ね、議会の皆様とも協議し

ながら、できれば今年度中には整備位置や形

状等について町の方針を決定してまいりたい

と考えております。大変重要と捉えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいました。 

 インターチェンジ整備というのは、町には

やっぱりインターチェンジというものが、今

ではもう無料化になったもんですからインタ

ーチェンジという捉え方ではなくて、やはり

町から何本もの接続道路というものが無料化

になったのと里山海道には必要に今後はなっ

てくると思います。その第１弾として、北部

発展のためにインターチェンジ整備を今年度

中に形状や位置などを決定していただくよう

に切に願っております。 

 町長初め執行部におかれましては、今回、

北部地区の総意として提出されました提言書

を北部開発ビジョンの策定においてよりよい

ものに昇華させていただきますよう期待して

おります。 

 続いて、次の質問に移ります。 

 ２問目は、小中学校の不登校の状況につい

て質問します。 

 内灘中学校は皆さんご存じのとおりマンモ

ス校として知られ、昭和61年のピーク時には

生徒数が1,452人となり、以降、近年は徐々に

減少してはいるものの今年度は生徒数が863

人と伺っており、県内有数の大規模校である

ことに変わりはありません。 

 生徒数が多いと心配されますのは不登校生

徒の増加であります。昨年と、そしてことし

に入ってからの町内小中学校の不登校の状況

と、あわせて不登校となる基準についてお聞

きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 最初に、不登校の

基準からお答えします。 

 文科省の基準は年間30日以上学校に来てい

ない児童生徒を不登校と定義しています。ま

た、本町では実態把握と早期対応の手だての

ため、便宜上、各学期に10日以上休んだ児童

生徒を不登校傾向としてチェックをいたして

おります。 

 昨年度、25年度ですが年間30日以上の欠席

は、小学校７人、中学生は３年生が多かった

こともあり36名でした。また、ことし５月末

現在で10日以上欠席した児童生徒数は、小学

生２人、中学生９人です。 

 中学生の中には進級を契機に復帰した生徒

も数名おります。現在、不登校の子供たちに

対し、校長のリーダーシップのもと担任中心

に対応しておりますが、加えて町教育委員会

が核となり、学校関係者、町採用の臨床心理

士と県派遣のスクールカウンセラーが連携し、

子供たち個々に対応を検討し、復帰支援に取

り組んでいるところです。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 昨年度と今年度の５

月末ということでしたが、同じ５月現在で比

較すると、この人数はどうなってくるでしょ

うか、お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 昨年５月末の10日

以上の欠席者は、小学生３人、中学生27人で

した。ことしは先ほど言いましたように11人

ですので、大体３分の１に減りましたが、こ
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としも少しずつふえております。予断を許さ

ない状況と認識をしております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。 

 ５月末の数字ということで、年度末までも

ちろん注視していかなければならないわけで

はありますが、昨年と比べことしは人数が減

っているということでした。 

 今年度から中学校にエール教室がなくなっ

たということで、３月議会でも質問が出まし

たが、教室に行くことのできない生徒の支援

として設置されたエール教室を廃止した影響

というものはどうでしょうか。なくしたこと

によって教室復帰へつながったと捉えてもよ

いのでしょうか、お聞をきいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 その後の状況につ

いてお答えします。 

 昨年度、エール教室に通っていた昨年度の

１、２年生３名おりました。そのうち１名は

家庭の事情で転校しました。残り２名ですが、

復帰した生徒が１名、午前中のみ相談室登校

を続けながら復帰を目指している生徒が１名

です。教室に戻った生徒は何事もなかったよ

うにクラスに溶け込んでおり、エール教室を

廃止にしたことによる影響はないというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 今ほどエール教室へ

登校していた生徒が教室に戻って溶け込んで

いるとお聞きし、本当によかったと思います。

また、残り相談室に通われている１名の方の

少しでも早い教室の復帰を望んでおります。 

 エール教室のように、支援員を置き、人数

だけでいう不登校生徒の減少を図る施策は、

当時はゆとりの中で未来を拓く教育推進会議

というところから提案された画期的なもので

あったとは思いますが、脱ゆとり教育と国が

決定している中、本当に生徒たちの今後の人

生において、そういうものがためになるのか

と町民からも多くの疑問が上がっていたこと

もまた事実であります。 

 学校というものは多くの先生方、生徒、い

わば友達に囲まれながら社会性を身に着け、

生きる力を育んでいく場所であり、隔離する

ことが必ずしもよい結果を生むわけではない。

わずか２カ月余りではありますが、それを実

証できた感がいたします。 

 しかしながら、不登校生徒がゼロとなって

いないことは事実です。不登校にはさまざま

な要因があり難しいこととは存じますが、そ

んな不登校生徒児童の悩み、それを解決し、

登校へ、そして教室へと導くことは校長初め

先生方の情熱が不可欠であり、教育委員会の

学校への指導も重要であります。 

 内灘町教育委員会として、現在どのような

不登校対策を推進しているのかをお聞きいた

します。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 町教育委員会では、

不登校生の復帰支援とともに新たな不登校生

を生まない取り組みを推進しているところで

す。 

 初期対応としましては、昨年度から各学校

に月３日以上欠席した児童生徒の報告を求め、

不登校が懸念される児童生徒に対して、担任

が中心となり欠席が長引かないよう速やかな

対応を求めています。また、町全体の欠席状

況を把握し情報を蓄積することで、その後の

指導に活用しているところであります。 

 また、中学１年生で不登校を生まない取り

組みとして、４月当初に１年の担任と小学校

の旧６年の担任による小中連絡会を開催し、

情報交換することで指導に生かしています。

これも昨年度から取り組んでおります。さら
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に今年度は、６年生全員が夏休みに中学校に

体験入学し、部活動も見学して、入学までの

心身の準備を促すこととしております。いわ

ゆる中１ギャップで不登校にならないよう取

り組んでおります。 

 未然防止の取り組みといたしましては、昨

年度から小学校４年生から中学３年生まで通

して全児童生徒に対しまして年間２回の学級

集団分析調査を実施しております。不適応な

状況にある児童生徒の把握に努めているとこ

ろであります。 

 もちろん未然防止は、まずは誰にとっても

魅力ある学校、その学校づくりが肝要である

というふうに考えています。そのポイントで

あるわかる授業、居場所づくり、きずなづく

りに資する３回の教職員研修会を夏季休業中

に実施し、教職員の指導力向上にも努めるこ

ととしております。 

 議員ご指摘のとおり、不登校問題はいろん

な手だてをしますが、さまざまな要因が絡み、

非常に極めて難しい問題でもあります。今後

とも子供たちが安心して学校生活が送れるよ

う、相談体制等さらなる充実を目指してまい

りたいというふうに思っているところであり

ます。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 ありがとうございま

した。 

 久下教育長は就任以来、教育現場に頻繁に

足を運んでいると伺っております。そういう

現場主義を大切にする観点からも、生徒、児

童の人間形成の基礎となる小中学校において

先生方の細やかな心配りとささいな不安要素

をいち早く見抜く目配りを期待すると同時に、

教育委員会として対応に当たる先生のケア等

も行っていただきますように。私も中学校１

年生の親であります。太田さんもそうなんで

すけど。現役子育て世代の代表として、この

場でしっかりと申し上げまして、質問を終わ

らせていただきます。答弁は結構です。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 10番、清水文雄でご

ざいます。 

 通告に従いまして質問をさせていただきま

す。執行部におかれましては、明確、そして

前向きな答弁をいただきますようお願いを申

し上げておきたいと思います。 

 私も４月から議会でｉＰａｄが導入をされ

ました。ｉＰａｄを利用しての質問をさせて

いただきたいと思います。 

 今も議会始まる前に傍聴者の方から、ぜひ

とも傍聴席にもｉＰａｄがあって情報が共有

できればという声もいただきました。そんな

ことも将来的になっていくんではないかなと

いうふうに思っておりますし、宝の持ち腐れ

にならないようにというふうにくぎを刺され

ましたので、十分活用していきたいというふ

うに思っております。 

 それでは、通告に従いまして質問に入りま

す。 

 ちょっと順序逆になりますけれども、内灘

町地域防災計画・修正について最初に質問を

させていただきます。 

 町は先月13日に町防災会議を開催し、地域

防災計画を修正されました。これは志賀原発

の事故に備え、原子力災害対策計画を町独自

に加えたものであることを翌日の14日の北國

新聞が具体的に中身を詳しく報じているとこ

ろでございます。 

 こうした原子力災害対策計画の追加につい

ては、私が昨年の６月一般質問で国、県が変

わっていること等から、町としてもやっぱり

それに従っていくべきだということで質問を

させていただきました。追加、そして作成と

いうのが実現をいたしまして、新聞を見て私

も大変うれしく思っておりました。 

 しかし、地域防災計画の中身自体がいまだ
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に私たち議員に詳しく知らされておりません。

総務常任委員会が５月20日に開催をされ、議

会全員協議会が23日に開催をされましたが、

その場で提出されたのは町地域防災計画・修

正の概要という中身でございまして、議会全

員協議会の中でも私は発言をさせていただき

ました。しかしやっぱり町の考え方、認識も

含めて、ぜひとも改めていただきたい、そん

な気持ちからこの一般質問をさせていただい

ているところでございます。 

 議会全員協議会で議会に提出しない理由を

お聞きしました。北総務部長は町として議会

に提出しない理由を、県の防災計画に従った

ものであるかどうかということを県で確認を

いただいていると。その作業がおおむね１カ

月かかるという県からの回答があったと。だ

から議会に途中で修正をしたりすることより

も、決まったものを議会に確認がとれて公表

をしていきたいと、そんなふうに申されてお

ったわけでございます。 

 私は後日、県のほうで担当に確認をいたし

ましたところ、５月19日に内灘町から県のほ

うへ地域防災計画が提出をされているという

ことで、全体的に言って県は報告でよいとい

う姿勢であると。防災基本法42条等があるわ

けでございますけれども、県の決めたものを

上回る、そんなことは各市町村決めれるわけ

ではございませんので、基本的には報告でい

いという見解でございました。 

 そんなことから見れば、町の地域防災計画

というのは防災会議がつくるもの、あるいは

途中経過よりでき上がったものを示すとか、

いろいろ公表しない理由を述べているわけで

ございますけれども、マスコミにまで発表し

て議会へ示さないというのは、これは明らか

に議会軽視以外の何物でもないんではないか

なというふうに思うわけでございます。 

 議会、そして議員は、町民の安全・安心に

ついて考え、さまざまな角度から提言もして、

この一般質問の場でも多くの議員が安全・安

心、まちづくりのために町に対してさまざま

な意見を申し上げているところでございます。

そういう議会に対する町の姿勢というのはや

っぱり問題があるんじゃないかというふうに

思うわけでございまして、議会への案なりそ

ういうものの提出があって私は当然だという

ふうに思います。 

 安全・安心のまちづくりを目指している町

長のお考えをお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 内灘町地域防災計

画の修正についてのご質問にお答えします。 

 災害対策基本法では、市町村防災会議にお

いて地域防災計画を作成し、必要があると認

めるときはこれを修正しなければならないと

規定されております。したがいまして、今回

の内灘町地域防災計画の修正につきましても、

消防団長を初め町会区長会や女性団体連絡協

議会、防犯と交通安全推進隊の代表者など各

種団体の代表者から成る内灘町防災会議でご

審議いただいたものを、決定したものを法律

に基づき石川県知事に報告したものでござい

ます。 

 県では、県地域防災計画との整合性を見き

わめ、内灘町の計画に修正が必要であると認

めるときは、知事は内灘町防災会議に対し必

要な助言や勧告をすることとなっております。 

 なお、修正を行った町地域防災計画につき

ましては、５月の全員協議会におきまして修

正内容のポイントをご説明し、６月16日開催

の常任委員会で地域防災計画の全文をお示し

するとご報告申し上げたところでございます。 

 今後とも町民の安全・安心の確保に向け、

議会の皆様のご意見もお伺いし、必要があれ

ば地域防災計画の見直しを行うなど防災対策

の充実強化にしっかりと取り組んでまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 
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○10番【清水文雄君】 大変おかたい答弁を

いただきました。 

 私の言っているのは、そういう防災会議と

いう会議そのものが町長が会長のはずであり

ます。法的に基づいたそういう防災会議の中

で話し合われていることも含めて、やっぱり

マスコミにまで発表しておる中身を議員が知

らないというのは、これは私は問題だという

ことを言うとるわけでございまして、そうい

う意味ではマスコミに出したということは公

表しているのと同じなんですよ。そういう意

味じゃ、やっぱり議会の中にきちっと出して

いただくべきだと。その認識がないというこ

とが議会軽視につながる。そのことを申し上

げているんで、それに対する答弁をいただき

ます。 

○議長【夷藤満君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 私が申し上げたか

ったことは、全協におきまして地域防災計画

の膨大な1,000ページに近いような資料の説

明をするんではなくて、修正のポイントを議

員の皆様にお示しして、そこで協議なりをし

ていただくという趣旨でご説明していただい

たものでありまして、決して全文を示さない

とかそういう意図でポイントの説明を行った

ものではございません。 

 したがって、後日、議員の皆様方には全文

をお示しして、またご意見を伺いたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 答弁いただきました。

膨大な資料、議員はｉＰａｄを持っています

ので資料はどんだけでも入りますので、これ

からそんな心配は要らないと思います。 

 私が問題にしているのは、議会に対する姿

勢、そのことの答弁が町長からございません。

これはどんだけ言ってもかみ合わない議論に

なりますので、議会軽視を今後も改めていた

だくようぜひともお願いをし、全協の中では

６月議会で提出をするというふうにおっしゃ

っていました。今６月16日ということでお聞

きをしましたので、その中でまた議論を深め

ていきたいというふうに考えております。 

 時間がございませんので、次の質問に移ら

せていただきます。 

 ２つ目は、教職員の超勤・多忙化解消と学

校における労働安全衛生管理体制についてお

伺いをいたします。 

 先ほども生田議員、不登校の問題をされま

した。教育長、やっぱり学校の中で教職員の

資質の向上と研修に努めていきたい、そんな

ことも答弁の中にあったというふうに思いま

す。 

 やはり学校の環境にかかわる問題で、教職

員の多忙、超勤というのが子供たちの教育環

境に与える影響というのが大きいというふう

に思うわけでございます。そういうことから、

やっぱり学校も、教育委員会も、町民も、議

会も一緒になって内灘町の子供たちの教育環

境をよくしていく、そんな立場から質問をさ

せていただきたいと思います。 

 この質問につきましては、私、昨年の９月

議会において教職員の労働環境について質問

させていただきました。それもちょっと質問、

答弁かみ合わない部分もありましたし、こと

し、石川県教職員組合が昨年10月に勤務実態

調査を行った結果も出ております。それも踏

まえて、労働時間、休憩時間、持ち帰りの仕

事時間について調査したものでございますの

で、そんな観点から質問させていただきたい

と思います。 

 １カ月の全体での超勤時間、小学校教員が

これは県全体でございますけれども70時間、

中学校教員は約89時間、全体の約40％の教員

が80時間を超える超勤状態にあり、80時間を

超えるということは医師による面接指導を必

要とするレベルとの結果が出ております。河

北郡市の分析でも、中学校においては100時間
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を超えるという数字も出てきているところで

ございます。 

 勤務実態調査で時間外を行った業務内容を

具体的に聞きますと、小学校で教材研究、授

業の準備ということでございまして、中学校

では部活動が最も多い。教職員が一番負担に

感じている業務は、小中ともに報告書の作成

というふうになっております。 

 現場の声では、深夜まで仕事で残らざるを

得ないという状況の中で、健康のために早く

帰るように言われると、そのことに怒りがこ

み上げてくる。あるいは、多忙と言うと早く

帰るように口では言われるんですけれども、

それだけの対策しかしてくれないことが不満

だというような声が上がってきております。

それだけに現場で実効ある対策が必要である

というふうに考えるところでございまして、

前回の質問に引き続き質問させていただきま

すけれども、誠意ある回答をお願いをいたし

ます。 

 まず、文科省が06年４月３日の通知で、学

校長は労働時間を適正に管理するために、教

職員の労働日ごとの始業・終業時刻を確認を

し、これを記録をすることとなっている。具

体的にその学校長が始業・終業時刻を確認し

記録する方法としては、原則として次のいず

れかの方法によることとしているわけでござ

います。それは、学校長がみずから現認をす

ることにより確認をして記録をすること。２

つ目にはタイムカード、ＩＣカード等の客観

的な記録を基盤として確認をし記録をするこ

と。この２つが挙げられているわけでござい

ます。 

 こうした中で、町教育委員会として把握し

ている2013年度の各小学校、中学校における

教職員の１週間当たりと月当たりの平均労働

時間、超勤時間の実態はどのようになってい

るのか。 

 また、各小学校、中学校における教職員の

過去３年間の病気休職者数、精神疾患者数の

推移をお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美教育次長。 

   〔教育次長 北川真由美君 登壇〕 

○教育次長【北川真由美君】 ただいまご質

問いただきました2006年の文部科学省の通知

でございますが、この通知は努力義務として

出されたもので、具体的に記録をする方法、

タイムカード等という方法につきましても基

準として示されたものであるため、本町では

そのような方法で記録、保存はしておりませ

ん。そのため正確な時間数というものはこの

場でお答えできませんので、ご理解をお願い

いたします。 

 また、その次の質問にございました過去３

年間の病気休職者数並びに精神疾患者数の推

移でございますが、過去３年間に身体、体の

疾患で病気休職になった者はおりません。精

神疾患のために病気休職となった者の数でご

ざいますが、平成23年度は１名、平成24年度

も１名、平成25年度は３名です。この３名の

うち１名は２学期から復帰し、残りの２名は

ことしの４月から職場復帰をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 努力義務だから行っ

ていない、具体的な数字が示されないという

ことでございます。 

 それが私は問題があるというふうに思うわ

けでございまして、次の質問とも関係するん

ですけれども、それでは各小中学校における

教職員の超勤・多忙化解消。超勤、多忙とい

うのが今ずっと大きな問題になっとると思う

んです。そういう意味では、各小中学校でど

のような対策をとっているのか、お聞きをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 子供たちのために

ということで、教員はいろんな面で大変な思
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いをしていることは事実であります。子供た

ちのために頑張っていただいております。 

 内灘町では、比較的手のかかる小学校１、

２学年、これを30人学級としております。こ

れは子供たちの効率的な指導ということが第

一ではありますが、教員の負担軽減にもつな

がっているというふうにも考えております。 

 また、他市町とちょっと比較してみまして

も、本町は図書館司書が各校配置、それから

支援員も今年度13名、11名から２名ふやしま

した。これはやっぱりそれぞれの学級に手の

かかる子がいる場合に、非常にこれも負担軽

減には事実上なっているというふうに考えて

おります。 

 しかし、学校現場では多様化する生徒指導

問題、それから保護者対応、学力向上に向け

た取り組み、それから連絡調整会議も多岐に

わたります。直面する課題も山積をしており

ます。 

 このような中、各学校では校長のリーダー

シップのもと、会議のスリム化、資料データ

の共有化とマニュアル化、さらには管理職や

先輩教員による校務の効率的な指導、いかに

子供たちをうまく持っていけばいいかと、そ

んなような研修、ＯＪＴでもやっております

し、多忙化の解消にそのようなことで取り組

んでいるところです。 

 また保護者対応につきましては、町教育委

員会は積極的に支援に加わっております。 

 今後とも議員のご意見のようにワークライ

フバランスのために環境整備を一層進めるよ

う学校長にも指導してまいりたいというふう

にも考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど教育長のほう

から答弁をいただきましたけれども、ちょっ

と観点が違うんじゃないかなというふうに思

うんですが。私は教職員の超勤・多忙化、今

答弁されたことは、確かに30人学級あるいは

図書館司書全校配置含めて教職員の多忙化の

軽減にはつながるというふうに思うわけです

けれども、具体的に教職員の労働に関する対

策、そういものをやっぱりきめ細かにとって

いくことが大事なんではないかなというふう

に思います。 

 そういう意味では、ちょっと中身について

お伺いをしたいんですが、町内の各小中学校

に労働安全衛生管理体制、どのようになって

いるのかお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川教育次長。 

   〔教育次長 北川真由美君 登壇〕 

○教育次長【北川真由美君】 労働安全衛生

体制でございますが、教職員が50人以上おり

ます内灘中学校では、教頭を衛生管理者とし

て職員の健康管理に努めています。また、法

にのっとり産業医も選任しておるところでご

ざいます。 

 また、50人未満であります各小学校におき

ましては、これも教頭を衛生推進者として職

場環境の改善に努めるとともに、健康管理、

特に今ほど議員がおっしゃいましたメンタル

ヘルスに配慮した体制を講じておるところで

ございます。 

 小学校、中学校とも、近年ふえる傾向にあ

ります心の病に対しまして、メンタルヘルス

講座の開催、教職員に対する日ごろの声かけ、

相談、あるいは心の不健康状態をできるだけ

早期に発見するよう努めるなど、特に心の健

康に配慮した体制をしいているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今言われた中で一つ

ちょっとお聞きしたいんですが、例えば50人

以上、これは労働安全衛生法で決まっている

んですけれども、労働安全委員会を設置して、

開催は月１回開催をしなければならないとい

うふうになっておるんですが、その中身をお

聞きをいたします。 
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 あと、小学校50人以下ということで衛生推

進者配置をすることになっておるんですけれ

ども、その意見の集約等についてどのような

管理体制がしかれているのか、お聞きをいた

します。 

 同時に、衛生管理者なり推進者というのは

資格が要るというふうに思うんですけれども、

教頭先生はそういうものをお持ちなのかどう

かもお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川教育次長。 

   〔教育次長 北川真由美君 登壇〕 

○教育次長【北川真由美君】 話し合われて

いる中身でございますが、詳しい内容につき

ましては各学校のほうで管理をしております

ので、逐一細かい状況については、申しわけ

ありません、教育委員会のほうでは把握をし

ておりません。 

 それから資格につきましては、各学校の教

頭は県教委の主催する研修に参加をいたしま

して資格を取得しておるものと認識しており

ます。 

 それから産業医につきましては、これは毎

月同席しているということではございません。

健康診断を毎年夏休みに実施しております。

その健康診断で心身両面で健康に不安を感じ

ておる教職員が、問診票に自己申告をし、そ

の場で医師と面談を行いまして指導を受けて

おります。 

 また、健診で健康状態を危惧された職員、

あるいはみずから希望する職員が、後日、産

業医による個別の面談を受けております。こ

れは中学校のみならず小学校の職員も全て希

望する職員は産業医の面接を受けております。 

 その面接を受けた結果を、年１回の会議に

産業医は同席しておるんですが、ここで教頭

並びに保健指導の先生等にきめ細かな指導を

行っているというふうに承知をしております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 労働安全衛生委員会

なりそういうものについてまだちょっと中身

がわからないということでございますけれど

も、問題は、私の言いたいのは、やっぱり先

ほどの文科省通知、学校長がそれぞれの教員

の労働時間というものを把握すべきだ。それ

に基づいて労働安全衛生委員会なりの中で教

職員の超勤・多忙化についてきちっと対策が

とられる。その基礎資料もないところで、対

策も何もあったものではないんではないかな

というふうに私は思うわけでございます。 

 次長のほうから今ございましたけれども、

心身、健康に障害を来している人たちについ

ては産業医との面談、これも通達で指導を受

けるということになっているわけでございま

して、その基礎がやっぱりここ、教員の労働

時間になるというふうに思いますので、その

把握をきちっと学校長がとる、記録を残す。

そんなことをぜひとも実施をしていただきた

いというふうに思いますが、そのことについ

ての見解、お願いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 私も38年間現場に

おりました。タイムカードや出勤時間、退校

時間をチェックしているという学校は私は聞

いたことありません。それで、時間がきちっ

と掌握するということは確かに大事かもしれ

ませんが、教頭はほぼ最後まで学校に残って

おります。校長が各先生がどんな状況である

かということを知らないわけがない。私も校

長をしておりましたが、どの先生が大体何時

に帰っている、今週はどうやった。そういう

ことについてしっかりと認識もしておりまし

た。そのために、その先生に業務が滞ってお

るなら、それをやっぱりみんなで少し分けて

やらんなんよと、そういうことの手当てを一

生懸命やっております。法的には、今ほども

労働安全衛生委員会というものにのっとって

いろいろと手だてもしております。 

 ですから、現場は決してそんな、この人が
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超勤を十何時間しました、週に何時間しまし

たという細かい数字のことを掌握しなくても、

ほぼ校長は知っております。それは聞いても

らえばいいです。校長が知らなかったら、私

おかしいと思いますよ。それだけのリーダー

シップが校長にはあるんです。ですから、何

時間、何時間ということのチェックで、タイ

ムカードでやる必要は私はないというふうに

考えております。 

 議員ご心配のことについては、学校は一生

懸命に取り組んでおります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今、教育長のほうか

ら答弁をいただきました。 

 決して私は悪いところを引き出そうとかそ

んな気持ちは一つもないんで、むしろそうい

う把握をしているんだったら、それをやっぱ

り記録に残す。細かいところまでできないん

だったらできる範囲で残す。そのことをもっ

て、それに対する対策をやっていくことが、

学校現場における子供の教育環境、教職員の

そうした超勤、多忙、そういうことの解消に

つながっていくから、そんなことをやるべき

だというふうに言っているんで、物事を聞い

て、いや、うちの学校は大丈夫ですよ。教育

長なんかは学校訪問されていると思いますが、

それはやっぱり教育長が行かれたら、悪いと

ころ、失礼な言い方かもしれませんけれども、

実態とちょっとかけ離れた悪いところなんか

はなかなか出さないことも考えられるわけで

ございます。 

 まして労働安全衛生委員会の中でトップが

教頭ということであれば、そこでなかなか物

を申す、そんなことがなかなかできない。そ

んなところにやっぱり目を配っていくのが私

は管理者だというふうに思うわけでございま

す。 

 物事が書いたペーパーどおりに進めばこれ

は何も問題がないんで、むしろ心の通ったそ

んな管理体制というのを私はやっていかなけ

ればならないし、つくっていくべきだという

ふうに思う観点から質問をさせていただきま

した。 

 時間がございません。ぜひともまた委員会

の中でも引き続きやらせていただきますけれ

ども、教職員の超勤、多忙、心の通った教育

行政をとっていって、つくっていっていただ

きたい、そのことを申し上げておきます。 

 ３つ目の質問に移らせていただきます。歴

史民俗資料館風と砂の館、入館料についてで

ございます。 

 現在、入館料、一般200円、高校生以下が無

料ということでございます。 

 高齢者の方々がお孫さんや在所、近所の子

供たちと風と砂の館を訪れ、あそこには粟崎

遊園あるいは内灘闘争、２階には内灘の伝統

資料などが多く展示をしてあります。そんな

意味では、内灘町の歴史的財産、粟崎遊園と

内灘闘争など町の歴史を伝えていくというこ

とは、町への郷土愛と誇りを醸成していくと

いう意味でも重要であります。 

 そうした観点から、県では兼六園を初め他

自治体でもこうした施設を無料にしていると

いう状況がございます。 

 町としても、こうしたことの推進を図る意

味で65歳以上の入館料を無料にする考えはな

いのでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川教育次長。 

   〔教育次長 北川真由美君 登壇〕 

○教育次長【北川真由美君】 ただいまご質

問にありました歴史民俗資料館風と砂の館で

ございますが、毎年、町内の小学校３、４年

生が社会科の授業の一環として訪れまして、

ご質問にありましたように粟崎遊園、内灘闘

争など内灘の歴史を学んで郷土愛を育む貴重

な時間としているところでございます。 

 施設の入館料につきましては、現在、高校

生以下、そして障害者手帳をお持ちの方とそ

の介添人１名を無料としているところでござ
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います。 

 ご質問にありましたように、65歳以上の高

齢の方がかつての粟崎遊園を懐かしむ等の趣

旨から非常に有効なことと考えます。県内の

同様な施設状況を確認いたしまして、減免に

ついては前向きに検討してまいりたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも郷土愛を将

来を担う子供たちに引き継いでいく、そんな

ことも含めて高齢者の方が果たす役割という

のは大事だというふうに思いますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 さて、それでは次に、内灘海水浴場管理に

ついてお伺いをいたします。 

 内灘町の季節、夏がやってまいりました。

内灘海水浴場、これは環境省が全国から美し

い、清らか、安らげる、優しい、豊かな水辺

を選定する快水浴場百選に選ばれております。 

 毎年、海水浴場には、町内外はもちろん県

外からも多くの方々がマリンレジャーに訪れ

ているところでございます。そして、恋人の

聖地にも選定されているだけに、文字どおり

利用者、地域住民が安全・安心な海水浴場と

していかなければならないというふうに思い

ます。 

 こうした老若男女が安心して楽しめる内灘

海水浴場とするために、毎年、津幡警察署を

初め町及び地元町会の防犯関係組織に努力を

いただいているところでございます。とりわ

け津幡警察署においては、パトロールの強化

とともに臨時移動交番を設置をして、海水浴

場利用者と地域住民の安全・安心を確保して

いただいているわけでございます。 

 ことしも町として津幡警察署への臨時交番

の設置等、防犯と安全対策の要請を強力に行

っていただき、内灘海水浴場の安心・安全を

確保していく必要があるというふうに思うわ

けでございますけれども、その考えをお聞か

せをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘海水浴場は当町の大切な観光資源であ

り、県内有数の海水浴場として夏場には多く

の海水浴客でにぎわっております。 

 最近、内灘海水浴場に若者向けの海の家が

開設され若者でにぎわう一方、かつての家族

連れでにぎわった内灘海水浴場とは大きく様

変わりをしております。 

 このような中、内灘町生活安全対策協議会

や内灘海水浴場連絡会、そして津幡警察署に

ご協力をいただき、内灘海水浴場の安全・安

心の確保に努めているところでございます。 

 町では内灘海水浴場の安全・安心を確保す

るため、去る６月６日、津幡警察署とことし

の夏の内灘海水浴場における防犯体制につい

て協議し、深夜のパトカーの常駐、パトロー

ル強化について強く要望したところでありま

す。 

 町といたしましても、今後とも地域住民の

皆様、津幡警察署、そして関係機関等と力を

合わせて内灘海水浴場の安全・安心の確保に

努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも内灘海水浴

場の安全・安心、ここ何年かは新聞に出ると

いいますかそんな大きな事件、犯罪というの

はないわけでございますけれども、あってか

らでは遅いわけでございまして、ぜひとも強

力な体制をとっていただきたいというふうに

思います。 

 海水浴場管理について２つ目でございます

けれども、この海水浴場とともに内灘町には

内灘砂丘がございます。これは青森県の猿ヶ

森砂丘、鳥取県の鳥取砂丘に続き全国で３番

目に大きいと言われる砂丘でございます。文
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字どおり内灘町の貴重な財産であるわけでご

ざいます。 

 内灘海水浴場の浜茶屋の横に米軍試射場射

撃指揮所跡がございますけれども、そこから

北側に内灘砂丘を保存しようという多くの町

民がボランティアでつくった竹垣が設置をし

てあるわけでございます。あそこの保存すべ

き砂丘としてボランティアの方々が努力をさ

れている地域に四輪駆動車が走り回り、バイ

クも走ったり、そんな状況がございまして、

砂丘のところもそうでございますけれども、

せっかくできた風紋なんかも車のわだちで台

なしになっている状況がございます。 

 担当のほうでもこれは確認をされていると

いうふうに思うわけでございますが、車等で

内灘町の財産である内灘砂丘が荒らされてい

るということは非常に残念でならないわけで

ございます。町として全国で３番目に広いと

言われる町の財産としての内灘砂丘を保存し

ていくためにも、この竹垣等で区域を保存し

ようとする区域周辺のところにオフロードゾ

ーンというのがあるわけでございますが、そ

れをなくして、加えて管理者である県に対し

て、その保存すべき区域への車の乗り入れを

禁止をして砂丘を守っていくべきだというふ

うに思うわけでございますが、町としての考

えをお聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 ご質

問にお答えします。 

 内灘町では、内灘海水浴場及び周辺におい

て内灘の海浜利用に関するルールを制定して

おります。このルールは、海上では遊泳ゾー

ンや水上バイクなどの活動禁止ゾーンを定め

ており、陸上側ではオフロードゾーンや砂

丘・竹垣保護ゾーンなどの区域の設定を行い、

安心・安全な海浜利用、環境保全を呼びかけ

ております。 

 議員ご指摘の内灘海水浴場北側の一部に、

ボランティア団体クリーンビーチ内灘作戦が

かつての風紋、起伏のある内灘砂丘を取り戻

すため竹垣づくりを行い、町でも砂丘復元の

説明看板を設置しております。 

 当該区域につきましては、砂丘・竹垣保護

ゾーンとして区域を設定し、その海側を四輪

駆動車の走行区域に設定しておりますが、こ

の砂丘・竹垣保護ゾーンに四輪駆動車が走り、

一部風紋の景観を損なっているところが見受

けられます。 

 町の重要な観光資源である砂丘地の景観保

全のためにも、海岸管理者である県へ砂丘・

竹垣保護ゾーンへの四輪駆動車の乗り入れを

禁止する啓発看板の設置について協議を進め

るとともに、海岸利用者に内灘の海浜利用に

関するルールの一層の周知、啓発を行ってま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 本当に内灘町の貴重

な観光資源にもなるというふうに思いますの

で、風紋、きれいなのができております。ぜ

ひともそれが保存されるように県に強く要請

をしていただきたい、そんなふうに思います。 

 これで私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 議席６番、公明党、

藤井良信。 

 平成26年議会定例会６月会議におきまして

一般質問を行います。一問一答方式です。 

 初めにご紹介いたしますのは「ひとすじに

百合はうつむくばかり也」、加賀千代女が詠

んだ句であります。ここでは余分な主張をせ

ず、ただひたむきに生きる振る舞いこそ美し

いとの視点であるかと感じます。そこできょ

うは、うつむくばかりが美しいとのこの辺を

気にとめながら質問を進めていきたいと思い
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ます。 

 最初の質問は、人口減少社会のあすを考え

るとのことから町のお考えをお示しいただき

たいと思います。 

 先ごろリクルート総研で行われた調査では、

今春大学に進学した学生のうち49％が大学進

学に当たり地元に残りたいと考えて志望校を

選んでいます。また、こうした若い世代のロ

ーカル志向は、必ずしも最近の若者が内向き

であるとは一概には言えません。 

 今日までの経済拡大・成長の時代が地域か

らの離陸の時代であったとすれば、今迎えつ

つある人口減少、いわばポスト成長の時代は

地域への着陸の時代であると言われておりま

す。そして、地域への着陸とのことからは、

経済の空間的なユニット、いわゆる地域循環

や空間的形態がローカルなものへとシフトし

ていく時代であるかと思います。 

 そこでお伺いしますが、町の近い将来、人

口減少社会を見据えての対応では、定住促進

策や子育て支援、女性の社会進出や若者の人

口流出への対策など、教育、医療、福祉など

の課題は多岐にわたるところかと思いますが、

町はどのような方向、方針を主眼としていく

か考えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 議員ご指摘のように、我が国は人口減少社

会を迎えつつあるという状況であり、これに

よって労働力の減少に伴う経済の停滞など、

国全体はもちろんのこと本町においても切実

な問題が引き起こされてくるものと認識をし

ております。 

 内灘町はこの問題に対してこれからどのよ

うな方向、方針で進むのかというご質問でご

ざいますが、まずは町の人口を減らさない、

あるいはこれまでの緩やかな増加を維持して

いくことが肝要であると考えております。 

 私は昨年の町長就任以来、元気な町・内灘

の再生を目指し、新しい各種施策を順次展開

してまいりました。内灘町が元気で魅力あふ

れる町となることが定住促進、人口をふやし

ていくことにつながるものと確信をしており

ます。 

 そのためには、子育て支援を初め教育、医

療、福祉の充実、空き家の有効利用など住環

境の整備、そして企業誘致による雇用機会の

拡大等が有効であると考えております。また、

道路網や公共交通のインフラ整備も欠かすこ

とのできないものであり、さらには10年、20

年先の内灘町がますます輝きを増していくよ

う、長年懸案となっておりました北部開発に

積極的に取り組み、人口がふえていくための

基盤整備が必要と考えております。 

 いずれにいたしましても、来年度策定を予

定しております町の第５次総合計画におきま

して、今後のまちづくりの方向と目標を定め

たいと考えております。 

 以上でございます。。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、今話題となっ

ている書籍の中から、そのタイトル「人口減

少社会という希望」との新書があり、広井良

典さんの著作であります。その中で、私たち

が直面する人口減少問題は、悲観すべきこと

ではなく、むしろ希望ある転換点だと述べら

れております。殊に若者世代の定住促進には

魅力あるまちづくりのための新たな社会像と

具体的なイメージづくりが大切であり、特に

コミュニティ経済への視座が極めて重要であ

ると提言されます。 

 コミュニティ経済とは聞きなれない用語で

すが、コミュニティで循環する経済を築いて

いくとのことであるかと思います。人、もの、

金が循環する地域内循環や空間のありようを

考え、雇用やコミュニティ的なつながりが生

まれてくるよう地域コミュニティを再生して

いくことであります。また、そのことは若者
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世代の定住促進に大きく寄与するとの考え方

であるかと思います。 

 ローカル化が日本を救うとも言われますが、

そこでお伺いします。コミュニティ経済の町

の認識と具体的な取り組みでのお考えなど、

お示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 コミュニティ経済という枠組みにつきまし

ては、これまでの市場経済一辺倒の考えから

脱却し、人、もの、金、情報等を地域社会で

循環させ、経済活動として成り立たせること

により、地域の自主性を確立していくもので

あると認識をしております。 

 例えば、当町のサンセットカードや今年度

実施している元気内灘住宅リフォーム助成事

業も地域経済を活性させるものであります。

他の自治体では、地域に密着したサービスで

ある介護、保育、家事などのこれまで家庭内

で担ってきた労働による部分を地域のＮＰＯ

等が事業として提供しているものもあります。 

 これらの取り組みが若者や女性の就業機会

の拡大につながるとともに、地域の定住促進

にも寄与するものと期待をしているところで

ございます。 

 今後、これらの先進事例を調査研究しなが

ら若者の定住促進をさらに推進してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、内灘ミルク王

国の事業推進とのことからお伺いします。 

 実を言いますと、私はひそかに、このミル

ク王国の事業展開こそまさにコミュニティ経

済の実証モデルとして最もふさわしいもので

あると感じており、今後の取り組みの展開に

おきましては大きな期待をしているところで

ございます。 

 これまでのこういった取り組みの最近は、

従来の行政主導型では効果が上がらないとの

ことから、ここは選択と集中、意欲ある商店

街や商工会を集中して支援するパターンが多

く見られます。しかし、どうやらこの方式も

期待どおりの成果が得られていないというの

が実情でございます。 

 ここは改めて新しい行政主導による明確な

目的及びそれを実現するための方法や方向を

定めての取り組みでなければならないと思う

わけです。どうしたら活性化ができるか。ま

た、その推進体制はどうするのが効果的なの

か。行政、商業者、商工会の三者がミルク王

国活性化への道について、まずは方法と方向

を共有し、コミュニティ経済の地域循環シス

テムを把握するためのセミナーを開催するこ

となど、専門的な知識や技術を生かしていく

ことの必要性を感じるところでございます。 

 そこでお伺いしますが、新しい行政主導と、

そして主役は商業者、仲を取り持つ商工会と

でセミナーを開催し、戦略的コミュニティ経

済を考える画期的な取り組み法を導入するこ

との点から線へ、線から面へ、そして面から

今はやりの３Ｄへと、その実現を望むところ

でございます。町のお考えをお示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 今定例会６月会議で補正予算を計上してお

ります内灘の食応援事業につきましては、商

工会に委託し、町内の飲食関係事業者を対象

に、売り上げの向上、従事者の処遇改善を目

指す事業でございます。この中で、全体セミ

ナーの開催や専門家による個別コンサルティ

ングを計画しており、議員ご提案されますコ

ミュニティ経済に資するような内容も含め検

討を進めてまいりたいと考えております。 

 また、ミルク王国ウチナダプロジェクトが

先般、全国商工会連合会から小規模事業者全
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国展開支援事業として事業採択されました。

この支援事業は、新たな商品開発、販売力の

強化、イベント企画の参加などを実施するも

ので、今後、効果的な販売戦略につながって

いくことを期待をしております。 

 いずれにいたしましても、ミルク王国の活

性化につきましては、各飲食店や商工会、町

のほか、専門アドバイザーやセミナーでの研

修会などを踏まえ、今後とも効果的な事業展

開に取り組んでいく所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、小中学校での

土曜教育の考えについてお示しいただきたい

と思います。 

 平成25年11月に学校教育法施行規則が改正

され、設置者の判断により土曜授業を行うこ

とが可能となりました。 

 昨年６月の定例会でもこの場で学校の週６

日制の導入についてお聞きをしたところでご

ざいますが、そのときは法改正がまだされて

いなかったことから、内容的にはいま一つ説

得力がなかった感もありました。 

 そこでまず、中学校での土曜教育について

お伺いをしたいと思います。 

 文科省からは、今回の法改正に伴い、土曜

日の教育活動推進プロジェクトに向けた具体

的な方策や推進プランのガイドラインなども

発表されているところかと思います。ここで

本年度からのいきなりの導入とのことでは、

準備の都合上、町での話し合いや整合性の上

からもちょっと無理があるかと思います。 

 そこで、まずは中学１年生を対象に教育格

差是正のための視点から月１回の土曜課外授

業として始められることを提案したいと思い

ます。 

 特に中１ギャップ対策とのことからの取り

組みが推進されるべきことと思いますが、そ

の方法として、まず地元で学習塾を経営して

いる教師の方々に協力をお願いし、主に中学

に入学して勉強の仕方がわからないとの生徒

もおられるかと思います。勉強の仕方を教え

る。また生徒の日常生活の中で、学習意欲を

向上させ、リズムある学業スタイルのための

アドバイスなども必要なのではないかと思い

ます。 

 そこで、こういった中学での土曜課外授業

について町はどのようにお考えでしょうか、

お示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 不登校対策として

土曜授業を活用するというご提案ですが、極

めて中１ギャップの解消ということは大切で

あるというふうに考えております。 

 生田議員の質問にもお答えしましたけれど

も、小学校６年生を中学校への体験入学させ

たり、また中学１年生が出身の小学校へ行っ

て自分たちの体験談を語るようなことも設け

ております。中学校へのスムーズな進学に取

り組んでおるところであります。 

 中１ギャップの解消と土曜授業を組み合わ

せたご提案の内容につきましては、中学校に

おいて入学当初から取り組んでいるところで

もありますが、外部人材活用の議員のご提案

も有効な視点と考えており、教育委員会にお

いても、今後、土曜授業を検討していく中で

研究させていただきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、先月、５月25

日の新聞報道では、「土曜授業 地域と交流」

とのタイトルで、金沢市内３小中学校を皮切

りに土曜授業が12年ぶりに復活したとの報道

でした。地域住民がかかわっての授業を重点

的に行い、また県内ほかの自治体でもそうい

った動きが見られるところでございます。 

 そこで再度お伺いしますが、来年度からの

町の小中学校における土曜授業の取り組みで
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はどのようにお考えでしょうか、お示しくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 質問にもありまし

たけれども、県内、金沢市、輪島市ではモデ

ル的に実施をしているという状況であります。

また、他地域でも検討しているということも

聞いております。このことにつきましては、

今後さまざまな検証が加えられ、課題の整理

も進んでいくものと考えております。 

 内灘町での実施につきましては、県内だけ

じゃなく県内外の先行事例を注意深く見守り

ながら、教育委員会において慎重に検討して

まいりたいというふうに思っているところで

あります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、学校での授業

内容とのことから関連しまして、小学校での

反転授業の取り組み、推進についてお伺いし

ます。 

 この反転授業というのは、学校で習い、家

で学習するという従来のやり方を逆転させ、

まだ授業で習っていない分野を各自が家庭で

タブレット動画を視聴して事前学習をするの

が特徴です。 

 実際の授業では、児童生徒が予習をしてい

る前提で進められ、児童全員がテーマを確認

し合った後、ディスカッションを行い、タブ

レットの写真などを見せながら自分の意見を

お互いに発表していく。また、児童同士が意

見を述べ合うことで問題解決を深めていくも

のです。国内では、佐賀県武雄市で昨年11月

に初めてこの公開授業が行われております。 

 これまで町の小学校でもＩＣＴタブレット

を活用しての最新の授業が導入されており、

こういった反転授業の導入とのことからはど

のようにお考えでしょうか、お示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 反転授業につきま

しては、アメリカの一部の大学や日本でも主

に高校とか大学で先行事例があると聞いてい

ます。 

 これはタブレットパソコンを個人が自分専

用機として持ち帰ることが前提となります。

今の内灘町の体制といたしましては難しい面

があるのではないかというふうに考えており

ます。 

 また、反転授業は、予習ができない子供、

しない子供がいるとすれば存在を無視するよ

うな授業形態となり、義務教育の段階での導

入については若干無理があるのではないかな

というふうにも考えています。 

 今後は、費用対効果等、先行事例を見守っ

ていく段階かなと、そんなふうに考えている

ところです。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどは教育長から

も話ございました。 

 この反転授業の導入では、ただでさえ忙し

い現場職員の過度な負担増にならないかとか、

小学校の公教育ではいろいろな事情で予習が

できない児童の存在を無視できないとか、ま

た金銭面で保護者に負担にならないかとか、

中にはやり方次第であるなど賛否両論さまざ

までございます。 

 しかし、今までの教育の枠組みを大きく変

えていく可能性のある取り組みであり、今後

間違いなくそのような授業方式がやってくる

ことは避けて通れないところであります。 

 この反転授業が行われている佐賀県武雄市、

人口は５万人ですけれども、2010年度から武

内小学校など２校の小学４年生から６年生に

タブレット端末を配り、当初は児童が端末を

打ち込んだ内容を電子黒板に映し出すなどの

活用をしておりましたが、もっと有効な活用

法はないかと検討し、今ほど教育長も言われ
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ましたアメリカで広がりを見せる反転授業に

たどり着いたとのことです。今では市内の全

ての児童3,000名、3,000台の端末を市が貸し

出しし、反転授業が始められています。 

 また、この武雄市では、ことしの夏から民

間の学習塾のノウハウを取り入れた授業も試

行し、反転授業を組み合わせた新たな教育手

法も視野に入れています。そしてさらに、子

供たちがみずから得た知識はほかの子供たち

にも教え合うという子供の自己教育について

のプロセスの検証も行われているとのことで

す。 

 今やＩＣＴ教育では全国的に有名になった

武雄市でございますが、我が内灘町のＩＣＴ

教育、2010年のスタート時点での条件は同じ

であります。 

 そこで、学校教育での県内自治体と情報の

共有とのことも必要かと思います。お伝えし

たい町のＩＣＴ教育の技術成果と現状につい

て、具体的にお示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 平成22年度から内

灘町大根布小学校においてフューチャースク

ールが実施され、ＩＣＴ教育を実施してきた

ところです。当初は、機器がうまくつながら

ない、先生方の研修に時間がかかる、効果的

な学習教材が少ないなど、現場の戸惑いや負

担も大きかったというふうに聞いています。 

 ２年目、３年目と実践を重ね、児童や先生

のスキルも徐々に向上し、検索能力の向上や、

画面を見比べながら互いに教え合い、意見を

述べ合う協働学習の定着、プレゼンテーショ

ン能力の向上などが具体的に見られるように

なりました。また、教師の側も学習履歴を調

べたり教材をわかりやすく加工するなど有効

活用ができるようになってきたと聞いており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 県内の自治体の学校

教育なんかに公開授業をしてみるというのも

またいいんじゃないかななんて思ったりなん

かしているわけですけれども。 

 次に、青少年のネット依存対策の確立との

ことからお伺いします。 

 インターネットを離れて規則正しい集団生

活を体験し、人と人とが直接触れ合うコミュ

ニケーションを通じた活動や自主的にスポー

ツに取り組むことなどは、豊かな人間性を育

む上では大事なことであります。また、健康

的な食事をとり、リズムある生活を指導し、

青少年の個性を生かして新たな想像力を養う

ことの必要性は、日ごろからまことに大切な

ことであると思っているところでございます。 

 そこで、インターネット依存の高い中高生

は全国で推計51万8,000人に上るとのことが

2013年８月の厚労省の公表であります。実態

は目に見えない私生活のことでありますので、

もっと多いような気もいたしますが、ここで

はスマートフォンやパソコン、ゲーム機を使

ったオンラインゲームなど、インターネット

サービスを長時間使い続け、なかなかやめる

ことができず、健康や生活に支障が出ている

状態のことを言います。 

 中でも幼児、小中学生、青少年、主婦を含

む中毒疾患には注意が必要です。まさか単な

るゲーム機で息子がネット依存や不登校にな

るなんて思ってもみなかったと思いますが、

母親がゲームをやめさせようとすると暴力を

振るい、その後、急に電池が切れたようにと

まってしまい鬱状態に陥ってしまう。母親の

育て方が悪いと身内からも責められますが、

親のせいばかりにするわけにはまいりません。 

 ちなみに町内、校区では、そのようなこと

は報告されておりません。 

 お隣、韓国では、早くからそういった危機

に対応すべく国を挙げて対策に取り組んでい

ます。例えば、青少年夜間ゲームシャットダ

ウン制度の導入や、ネット依存に苦しむ本人
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や家族を対象に24時間のホットラインを開設

しての電話相談の実施や、中高生を対象にし

た11泊12日の断ネットキャンプとしてのレス

キュースクールを16都市で開催しているそう

であります。 

 しかし、実はネット依存かどうかの病的診

断基準はまだ世界的にも定まったものがなく、

日本でも疾患として正式な認知はまだされて

いないようです。症状が鬱病だったり視力の

低下、肩凝り、倦怠感を伴うことがあるとの

ことですが、そこで重度のネット依存症の人

は自分が依存症であるとは思ってもいないこ

とがさらに症状を悪化させる危険性をはらん

でいるように思います。 

 ここは医科大との官学連携した連絡協議会

などの中で対策を講じてほしいと願うところ

でもございますが、この問題、公明党、若者

対策からの重点項目の一つでもございます。 

 そこで、インターネット依存の高い青少年

対策として、町の認識と対応策について今後

どのようにお考えでしょうか、お示しくださ

い。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 ネット依存対策と

いたしましては、子供に対する対象の対策は

もとよりですけれども、保護者に対する啓発

活動が肝要であるというふうに考えています。 

 県教育委からのインターネットに潜む危険

性をうたったパンフレットの全保護者配布、

警察官を講師として保護者向け非行被害防止

講座の開催、教職員向けのネットトラブル防

止研修会の開催など、子供を取り巻くネット

環境について認識を深める研修を開催してい

るところであります。 

 一方、内灘中学校においては、生徒会でネ

ット依存に陥らない、人を傷つけない、人を

傷つけるようなことは書かない、そんな生徒

みずからが内中ルールを定めています。また、

ノーメディアデーを試験前２日間設けるなど、

自主的ですばらしい取り組みも行っておりま

す。 

 町教育委員会といたしましては、今後は特

にことしからＰＴＡを巻き込んでといいます

か連携を今まで以上に深めて、実効性のある

啓発活動を展開し、青少年の健全育成に取り

組んでまいりたいと、そのように考えている

ところです。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、先月、町地域

防災計画の改正案が中間でございましたけれ

ども示されました。 

 大災害に備えて、いざというとき、地域で

はどう対応し、避難がスムーズに行われるか。

東日本大震災を機に国民の関心も高いところ

でございます。 

 また、釜石の子供たちの速やかな行動が多

くの方々に感銘を与え、話題ともなりました。

そこで子供たちはそのときどう動いたか。平

時からの訓練はもちろんでありますが、実際

の避難生活や集団生活を少しでも実体験して

いくことで、日ごろ気がつかなかった新しい

発見もあるのではないかと思います。 

 そこで、夏休みを利用して、小中学生の子

供たち混合での参加希望者による災害避難生

活実体験合宿を各町会、区会の公民館を使い

２泊３日ぐらいで計画がされ、防災セミナー

などもあわせて実施ができないか。 

 また、地域コミュニティの強化とのことか

ら、地域の大人も協力体制を組んで災害避難

食や児童みずから食事づくりなども体験しな

がら、郷土愛や、さらには地域意識を高めて

いこうとの考え方です。 

 ここは地域の自治やコミュニティの力を取

り戻すためにも、ローカル志向への行政主導

が発揮されるべきところかと思いますが、そ

こで最後の質問になります。こういった取り

組みについて町はどのようにお考えでしょう

か、お示しください。 
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○議長【夷藤満君】 北雅夫総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 議員ご質問の災害

避難所生活実体験合宿でございますが、これ

につきましては平成23年度に県主催の夏休み

防災教室が清湖小学校で開催されまして、６

年生の児童46名が参加し、各種の防災学習や

体育館での避難所体験としての宿泊体験等が

行われました。 

 本町といたしましても、議員ご指摘のとお

り地域防災力を高めるため重要なことは地域

コミュニティのさらなる充実であると考えて

おります。また、その手段として、夏休みに

地区の公民館を利用して地域の小中学生が集

い避難所の体験合宿を行うことは有意義なも

のであると認識をいたしております。 

 さて、現在、ほぼ全地区の自主防災組織が

地域の実情に応じた防災訓練を企画、実施し

ているところでございます。今後は、その訓

練にあわせて、議員ご提案の災害避難所生活

実体験合宿の実施につきまして検討してまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 終わります。 

 ありがとうございました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午後０時00分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議時間の延長 

○議長【夷藤満君】 本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめ延長いたします。

これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間を延長することに決

定いたしました。 

 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 議席７番、恩道正博

です。 

 平成26年第２回定例会６月会議に質問の機

会をいただきました。通告に従いまして一問

一答方式で質問を行います。 

 今回は、町防災施策の充実について質問を

いたします。 

 国の防災基本計画は、中央防災会議が作成

する我が国の防災対策の基本を定めた総合的

かつ長期的な計画であり、国、地方公共団体、

関係機関等の役割を明らかにし、この計画に

基づいて指定行政機関及び指定公共機関は防

災業務計画を、また地方公共団体は地域防災

計画を作成することで各主体が計画的に災害

対策を推進しています。 

 これまで防災基本計画は大規模災害の経験

等をもとに中央防災会議において修正を行っ

ており、東日本大震災以降、平成23年12月に

修正を行い、さらに平成24年９月に災害対策

基本法の改正、防災対策推進検討会議の最終

報告、原子力規制委員会設置法の制定等を踏

まえた修正を行ってきました。 

 国の防災会議では、地方公共団体と民間団

体間における協定締結や、市町村、都道府県

の区域を越えた被災者の受け入れなどの大規

模広域災害対策への備えなどの検討が進めら

れ、平成24年９月に防災基本計画の一部修正

を行っています。 

 石川県では国の計画見直しを踏まえ、平成

25年５月に災害に対する即応力の強化、被災

者への対応改善等の国の防災基本計画に盛り
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込まれた事項や、県が進めてきた緊急輸送ネ

ットワークなどについて修正をされており、

また平成25年８月には原子力防災計画編につ

いても国の原子力災害対策指針の改定等を踏

まえ修正を行っています。 

 まず第１の質問ですが、国の防災基本計画、

そして石川県地域防災計画の修正への対応で

内灘町地域防災計画の一部が修正されたこと

が５月の総務産業建設常任委員会で報告をさ

れましたが、改めて修正内容とその目的を伺

います。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 地域防災計画の修

正についてのご質問にお答えをいたします。 

 内灘町地域防災計画は、25年３月に、議員

ご質問のように、さきの東日本大震災を踏ま

え、津波対策や地域防災力の充実強化を柱と

する国及び県の計画の見直しに合わせまして

修正をしてまいりました。 

 次に、今回の修正は災害に対する即応力の

強化、災害支援に係る民間事業者との連携、

そして大規模広域災害に備え、区域を越えた

被災者の受け入れなどの事項を明記したもの

でございます。また、一般災害対策編のその

他災害対策計画の中に原子力災害対策計画を

追加し、原子力災害に対応するための体制の

確立ととるべき措置などを定めました。 

 この計画は、基本計画と予防計画、応急対

策計画の３つの柱で構成しております。まず

基本計画は計画の目的を定め、予防計画では

情報収集や住民への情報伝達などを円滑に行

うための体制整備等について明記いたしまし

た。応急対策計画では、緊急時の職員参集等

活動体制や連絡・通報体制の整備、また防護

対策として屋内への退避計画、被曝医療体制

として安定ヨウ素剤の備蓄や服用指示などの

方法について明記しております。 

 本町では、平成24年度に安定ヨウ素剤の服

用対象となる40歳未満の町民の皆さんの人口

の１回分の必要相当量を既に備蓄し、万一の

ための備えをしております。 

 東日本大震災発生以降、毎年のように国の

災害対策基本法が見直されております。これ

により県、町の計画も随時見直しする必要が

ありますので、今後とも国、県の動向を注視

し、適切な対応がとれるよう、随時、地域防

災計画の修正をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 本年２月の総務産業

建設常任委員会で、２月14日現在において13

項目の災害時協力協定一覧が示されておりま

すが、今後も民間や他自治体との協力協定の

新規締結が必要と思われますが、町の意向は

いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 当町では、議員ご

指摘のように現在13の団体と災害時協力協定

を締結しております。また、そのほかに他の

自治体や公共機関とも相互応援協定などを締

結しております。 

 今後も随時、各種団体等との災害時協力協

定の締結を推進してまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今回の防災計画改定

は、過酷事故、いわゆる原発事故、そして地

震や津波等の複合災害への対処がポイントだ

と思いますが、内灘町地域防災計画の一部修

正にどのように反映されておりますか、伺い

ます。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 今回の修正で、同

時または連続して２つ以上の災害が発生し、

それらが複合化することによりまして被害が

深刻化し、災害応急対応が困難になる、そう
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いったようなことを想定いたしまして複合災

害対策の項目を加えました。その内容は、基

本方針、災害予防対策、災害応急対策、そし

て災害復旧対策などであります。これにより

町防災計画の一層の充実を図ったものでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 第２の質問は、今ほ

どの町の地域防災計画の修正を踏まえて、毎

年９月に予定をしております町内の防災訓練

の内容に反映する考えはあるのか。 

 また、今後の町の防災訓練のあり方につい

て、町を挙げての防災訓練も必要であります

が、それぞれの地域に密着した訓練のあり方、

充実も必要だと考えますが、町の考え方をお

伺いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 本町では、これまで各小学校下を対象とし

て地域住民や関係機関とが連携して行う総合

型の防災訓練と、各地区の自主防災組織が中

心となり地域の実情に則した地域における自

主的な防災訓練を毎年行っておりました。 

 昨年は、小学校下を対象とした総合型防災

訓練が一通り終えたことから、地域に主眼を

置いての自主的な防災訓練を各地区で行って

おります。 

 大根布地区では、参加者がテーブルを囲ん

で地図に危険箇所や避難経路を書き込む図上

訓練を行いました。その他、向粟崎地区と鶴

ケ丘東地区では県主催の図上訓練に参加をし

ております。 

 今年度は、地域における自主的な防災訓練

のほか、９月21日には向粟崎小学校におきま

して、向粟崎、旭ヶ丘、アカシア、緑台を主

な対象地区として内灘町総合防災訓練を実施

する予定でございます。対象地区では、あら

かじめ図上訓練を実施し、自分たちの住んで

いる地域の危険箇所を把握、避難経路を決め

て、当日の訓練において実際にその経路で避

難する実動訓練を行う予定でございます。 

 これらの訓練を地域の自主防災組織が中心

となり実施することにより、町全体の防災力

を高めていきたいと考えております。 

 また、今後は全町民を対象とした防災訓練

の実施も検討してまいります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ことしの防災訓練は

向粟崎地区を中心ということでありまして、

ぜひ今ほどの町長の答弁にありましたとおり、

その地域の実情に合った防災訓練、そして今

後も町を挙げての全体の訓練も実施されます

ようお願いをいたしまして、次の第３の質問

ですが、現在、防災行政無線のデジタル化を

進めておりますが、今後、指定避難場所であ

る学校、公民館等の災害時の非常用はもちろ

ん日常的にも利用できる施設設備のさらなる

充実が必要と思われますが、それについてお

伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘町の防災関連施設につきましては、町

民の生命、財産を守るためにも鋭意充実に努

めているところでございます。 

 現在整備を進めている防災行政無線デジタ

ル化整備工事では、スピーカーの設置箇所を

増設することにより、これまで放送が聞き取

りにくい難聴地域が解消されます。 

 一方、今まで災害対策本部と避難所を結ぶ

連絡体制は電話回線を利用しておりましたが、

無線のデジタル化により電話回線が使用不能

となった場合でも双方向での情報伝達が可能

となり、状況の把握や情報発信がいち早くで

きるようになります。 
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 そのほかにも災害時の非常用電源を確保す

るため、今年度予算化してございます災害時

用太陽光発電システムを導入いたします。ま

た、現在県に申請中でございますが、電源が

喪失した場合でも避難所へ誘導できる太陽光

と風力を活用した自立式の誘導灯の設置も計

画をしており、県において補助採択されれば

議会の皆様へ報告したいと考えております。 

 いずれにいたしましても、今後さらなる防

災力の向上、充実に努めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほどの県に申請し

てありますという太陽光と風力も兼ね備えた、

こういう施設というものは非常時もさること

ながら日常的にも省エネの方向にも環境にも

役立つと思いますので、ぜひ採択されて、ま

た町の重要な施設等、道路等に設置されます

よう希望いたしまして、今回、内灘町民の生

命、財産を守る安心・安全対策は何よりも優

先すべきであり、これは町政運営に取り組ん

でいただきたいと思います。 

 これで私の質問は終わります。 

○議長【夷藤満君】 １番、太田臣宣議員。 

   〔１番 太田臣宣君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 議席番号１番、太田

臣宣です。 

 平成26年第２回内灘町議会定例会６月会議

において一般質問の機会を得ましたので、通

告に従い、一問一答で質問を行いたいと思い

ます。 

 今回、私からの質問は、地域の活性化につ

いてと消雪整備計画について、総合公園第３

次整備計画についての３点を質問させていた

だきたいと思います。町長並びに関係部課長

におかれましては、簡潔、明快なご答弁をよ

ろしくお願いいたします。 

 最初に、住宅リフォーム助成金についてお

伺いいたします。 

 昨年９月定例会で住宅リフォーム助成制度

の創設について質問させていただきました。

そのときの答弁で町長は、定住促進奨励金が

終了することからの新たな住宅施策の充実の

一つとして捉え、また既存住宅は貴重な資産

であり、快適な居住環境の向上、安全性の確

保、さらには人口流出の抑制、定住促進にも

つながり、事業者のみならず地域全体の活性

化を検討するといたしまして、ことし４月よ

り元気内灘住宅リフォーム助成事業を実施し

てまいりました。 

 この制度を創設してから２カ月余りが経過

いたしましたが、これまでの予算の執行状況

はどのようになっているのか、まずお聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 予算

執行状況についてお答えいたします。 

 元気内灘住宅リフォーム助成事業の交付申

請時における助成金の予算執行予定額につき

ましては、５月末現在で約1,260万円でござい

ます。また、現段階での予算執行済み額は４

件で、現金及び元気内灘住宅リフォーム商品

券を合わせ総額70万5,000円を交付しており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ただいま執行予定額

は1,260万、執行済みは４件で70万5,000円と

ありました。 

 その内訳についてですが、申し込み件数と

あわせて申し込み事業者数、それとリフォー

ム工事１件当たりの平均助成額はどのように

なっているのか、お聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 申請
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件数等についてお答えいたします。 

 申請件数は５月末現在で67件、工事施工事

業者数は20業者でございます。また、１件当

たりの平均助成額は約18万8,000円でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 平均助成額が18万

8,000円と非常に大きな金額、最高20万までと

いうことになっておりまして、ほとんどがこ

の制度導入によって20万円の助成金を使おう

ということで、50万円のリフォームしようと

思うとった方が100万円のリフォームしたり、

経済効果について非常に大きいというふうに

思っておりますが、そういう観点から消費税

増税に伴う消費減退による地域経済の疲弊も

懸念されているところでありますが、この制

度導入での町の経済効果については試算され

ているのでしょうか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 制度

導入による町の経済効果についてお答えしま

す。 

 現時点での経済効果につきましては、商工

会加盟事業者に発注された67件のリフォーム

工事の全体契約金額に相当する総額約１億円

に加え、共通商品券及び現金の交付予定額約

1,260万円も経済効果につながっていくと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 大変経済効果もある

という制度ということでありまして、大変喜

ばしいことと思っております。 

 もう一つ、町は地域商工業の活性化と町商

工会の活性化にもつなげてまいりたいという

ことでありましたが、その後、商工会加盟事

業者はこの制度導入によって会員数はふえた

のでしょうか、どうなっておるのでしょうか。

効果があったのでしょうか、お聞かせくださ

い。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 長丸信也君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【長丸信也君】 制度

導入による商工会加盟事業者についてお答え

します。 

 平成26年４月現在の商工会会員数は608名

であり、現在までに新規加入事業者として21

事業者が加盟しております。新規加盟事業者

のうち11事業者が住宅リフォーム関連事業者

であり、その内訳は木造建築工事業者が３件、

塗装工事業者が４件、管工事業者が２件、冷

暖房設備工事業者が１件、左官工事業者が１

件でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 住宅リフォーム助成

制度の予算は2,000万円であり、今現在1,260

万円の執行予定ということとお聞きしました

が、近いうちに予算が底をつくこととなり、

駆け込みでさらに早まることも予想されます。

今ほども答弁の中でいろいろありましたけれ

ども、地域経済には大きく貢献している制度

であります。 

 この制度を今後継続していくつもりがある

のかということとあわせ、継続するというこ

とであれば、早目に地域の事業者や、また町

民へも周知し、さらなる徹底も図っていく必

要があるかと思われますが、町の見解をお聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 この事業により町内の住宅リフォームの需

要が喚起され、住環境の向上につながるとと

もに、町商工会事業者の活性化に資するもの
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と考えております。 

 今後、この制度の継続につきましては、議

会の皆様と協議し、予算対応について検討し

たいと考えております。 

 また、制度を継続する場合には町民の皆様

や事業者への事業継続の周知をしっかりと図

ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 予算も既に1,260万円

が執行予定となっておりますので、町の財政

状況もあわせ費用対効果なども検討していた

たき、また議会のほうにも早目にお示しいた

だければと思います。 

 町長の提案理由の説明にもあったとおり、

町長就任以来、商工業、農業、漁業の分野で

も力を注いでいるところであり、その成果も

実感できるような気がしております。今まさ

に行政と各種団体が一体となって町の魅力発

信に努めることが町の元気、活性化につなが

っていくと思われます。 

 町として今後の展開とあわせ、町内外にど

のような形でＰＲを展開していくのか、お聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 商工業関係では、ご存じのとおりミルク王

国ウチナダ事業の推進や商工業の振興に努め

ているところでございます。 

 また農業関係では、農業の振興と地域活性

化を図るため、特産品づくりに対して助成金

制度を設け募集をしたところ、ラッキョウ、

落花生及び地元野菜の加工品の３件の応募が

あり、新たな特産品の開発につながることを

期待しているところでございます。 

 漁業では、今年度、漁協内灘支所が元気内

灘とれたて市を開催し、町でもその支援をい

たしております。５月24日の初日は新鮮で安

価な魚介類にたくさんの来場者があり、大変

盛況でございました。これを機会に魚介類の

ほかにも地元産の野菜類の販売や海鮮鍋の提

供などといった、さらに元気、活気あふれる

市場としてにぎわうことを期待しているとこ

ろでございます。 

 このように町の資源を生かした農業、漁業、

商工業の振興が魅力あふれる元気なまちづく

りにつながるものと考えており、引き続き支

援をしてまいりたいと思っております。 

 また、北陸新幹線金沢開業も間近に迫って

おり、今後、秋に東京・銀座でオープンしま

す県のアンテナショップや金沢駅観光情報セ

ンターなどで内灘町を積極的にＰＲし、交流

人口の拡大や特産品販売の拡大につなげてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 いろんな特産品を開

発するなど、町のＰＲをしていくことこそが

新幹線開業に向けて内灘町に交流人口を呼び

込む形となっていくと思いますので、今後と

も力を入れていっていただければと思います。 

 ２つ目の質問に移ります。次に、消雪整備

計画について質問させていただきます。 

 平成25年の９月定例会で消雪施設の基本的

な考え方が示されました。その中の消雪散水

管の整備順序として、１、幹線道路、準幹線

道路、２、急坂道、３、人家連檐
たん

の道路、４、

狭小道路等、５、主要道路との交差点、６、

通学路としての利用頻度の高い道路、７、バ

ス路線、８番目に公共施設へのアクセス道路

などの項目や地域性等を総合的に勘案し、整

備優先箇所を選定していくと説明がありまし

た。 

 12月には具体的な町全体の消雪整備計画が

示されました。平成26年度には消雪整備計画

の中から向陽台地区やアカシア地区等が整備

される予定となっておると報告を受けており

ます。 
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 散水管の整備順序として、先ほどの急な坂

道も優先されるべきではないかと思います。

また、危険度も高い道路でもあります。 

 そういったことを勘案しても、大学２丁目

の急な坂道320メートルの整備を早急に実施

するべきと思いますが、町の見解をお聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 内灘町の消

雪整備計画につきましては、今ほどもありま

したように平成25年12月定例会におきまして

議会の皆様にお示ししたとおりであり、大学

２丁目の当該路線におきましては、当整備計

画の中において整備路線として位置づけられ

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 必要路線と認識して

いるということでありますが、揚水量につい

ても問題となってきます。この320メートル区

間の必要揚水量は確保されるのでしょうか。

大丈夫なのでしょうか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 この大学２

丁目地区を散水しております井戸につきまし

ては、以前から揚水能力が低下していたこと

から、昨年度、新たに井戸を掘り直しをいた

しました。掘り直した井戸につきまして揚水

試験を行った結果、当該路線の水量は賄える

ものとなっております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 揚水試験でもこの区

間については賄えるということであれば、大

学２丁目地区は本当に急な坂道ばかりで、住

民の通勤通学、生活道路としても利用されて

おり、急な坂であるばかりに下ってきたとき

にはとまれないとかというお話も聞いており

ます。 

 本当に早急な整備が望まれている区間であ

ると思いますが、町としては実施時期につい

てどのようにお考えになっているのか、お聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 当該路線に

つきましては、現在のところ平成27年度の整

備を予定しております。国の事業費確定によ

り変動はございますが、早期完成を目指しし

っかり要望してまいりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ありがとうございま

す。 

 来年度ということでありますので、また国

の補助採択と町の財政状況を見ながらしっか

りと検討し、進めていっていただければ幸い

に思います。 

 次に、総合公園第３次整備計画についてお

聞きいたします。 

 総合公園第３次拡張工事の整備計画では、

平成26年度にサッカー場が完成し、27年度に

はフットサル場が整備されると説明されてこ

られましたが、予定どおりの計画と思ってい

てよろしいのでしょうか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 サッカー場

についてでございますが、今年度完成に向け

て鋭意整備工事を進めているところでござい

ます。 

 フットサル場につきましては、平成27年度

の着工、完成に向けて国へ概算事業費の要望

を行っているところでございます。しかし、

今年度の公園事業費の内示額は要望額に対し

まして78.8％と大変厳しい状況でありました。

したがいまして、フットサル場につきまして

は国からの補助が削減されますと27年度の完

成が難しくなることも懸念されます。 
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 町といたしましても、早期完成を目指し積

極的に国や関係機関に要望を行ってまいりた

いと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 予定どおり整備され

たといたしましても、サッカー場とフットサ

ル場の完成年度には違いがあります。今年度

完成する予定のサッカー場部分においては、

いつごろから利用が可能となるのでしょうか、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 予定どおり

工事が進捗した場合には平成27年４月からの

使用が可能となるものと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 来年の４月から利用

できるということであれば、今後の維持管理

や多くの町内外の方に利用していただくため

にも利用料金の設定について早急に検討して

いく必要もあると思います。町はどのように

お考えなのか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 現在、町では施設

の維持管理に係る費用等を勘案し、また他市

町類似施設を調査し、適正な料金体系を試算

を始めているところであります。また、あわ

せて減免規定についても検討に入りたいと考

えております。試案ができましたら議会に示

させていただきます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 利用料金については

余り減免制度ばかり設けていても、今の施設

と同じように無料で使っていても維持管理に

ずっとお金がかかっていくことになりますの

で、しっかりと検討して、また早目にお示し

いただければ一緒に検討していきたいと思い

ます。 

 総合公園周辺、合宿等、サッカー場周辺の

にぎわいを創出する意味でも、利用料金や減

免規定を十分に議論していく必要はあります

が、フットサル場においては利用時間も延長

することも検討できないものでしょうか。 

 特に週末になると多くの方が民間コートを

夜遅くまで利用していることを考えると、利

用時間の延長も町として検討していってもい

いのではないでしょうか。町の見解をお聞か

せください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 議員ご指摘のとお

り、施設の有効活用の観点からも利用料金、

減免規定とあわせて利用時間の設定について

も柔軟に検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 現在、総合公園内に

は多くの体育施設があり、サイクリングター

ミナルを含めたテニスコート、野球場、自転

車競技場の管理は一般財団法人公共施設管理

公社が、温水プールは株式会社エイムが指定

管理を受け、またその他の町総合体育館等の

体育施設はＮＰＯ法人スポーツクラブプラッ

ツうちなだが指定管理を受け、それぞれ管理

している状況であります。 

 来年度からサッカーが利用可能ということ

であれば、サッカー場の管理についても検討

していく必要があると思います。サッカー場

の管理についてはどのように考えているのか、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 サッカー場の運営

管理につきましては、他の体育施設と同様に

指定管理者制度が妥当であるというふうに考

えております。どのような指定管理の方法が

いいのか、早急に方向性を出したいと考えて
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いるところです。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 サッカー場について

も指定管理が妥当ではないかということであ

ります。 

 町にはいろんな形で指定管理制度を設けて

取り組んでおると思いますが、指定管理につ

いては指定管理者間の連携が本当に必要でな

いかというふうに思っております。例えば合

宿等でサッカー場を利用した場合には、サイ

クリングターミナル宿泊の減免やほのぼの湯

の割引券を配るなど、他の指定管理者や周辺

施設が連携し、相乗効果が期待できる施策も

必要ではないかと思います。 

 指定管理の連携策について町の見解をお聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 さきの議会でも太

田議員のほうからそのような提案も承ってお

りまして、指定管理者には積極的にそういう

ことで連携を深めればということでもそうい

う話をしておるところであります。少しずつ

連携をしているというところであります。 

 サッカー場が完成するということでありま

すので、その完成を目途に、ぜひ有効な、相

乗効果が上がるようなそんな連携ができない

か、そんなことについてもまた検討させてい

ただきたいなというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 しっかり指定管理の

連携も図れるようになっていけば、内灘町に

来れば、合宿すれば、エイムのトレーニング

場も利用できたり、ほのぼの湯も大きなお風

呂も入れるよと。合宿については本当に町外

の方が合宿に来ますので、内灘に来ればほの

ぼの湯があるよという宣伝、ＰＲにもつなが

っていくと思いますので、またじっくりと検

討していっていただければ幸いに思います。 

 交流人口拡大に向けて合宿、大会誘致等に

向けて、来年度完成するサッカー場を広く県

内外にＰＲする必要となってきます。町はど

ういう形で町内外幅広くＰＲしていくのか、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 ご指摘のとおり、

大会や合宿が誘致できること、これを働きか

けることは必要であるというふうに考えてい

ます。 

 県のサッカー協会の強化事業、トレセン事

業等もぜひ何らかの形で誘致をして、そんな

ことも視野に入れて認知度を上げる施策をと

りたいというふうにも考えているところであ

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 広く県内外に発信、

ＰＲしていくという意味からおいても、サッ

カー場完成時のオープニングイベント開催な

どもＰＲの一環として大変有効になってくる

と思いますが、来年から使用できるというこ

とであればオープニングイベント等の検討も

しているのかなというふうなことも思います。

どのような形がいいのか少しお聞かせくださ

い。 

 これを最後に聞いて、質問を終わりたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 サッカー場が早く

できればいいなと本当に思っています。 

 今ほどのご指摘のとおりＰＲするというこ

とは本当に必要かなと。そのために、屋外サ

ッカー場が27年度から使えるということです

ので、そのときには地元チームの記念試合、

対外試合を企画できればなと。また、屋内の

フットサルコートができて全体がきちっとし



 －40－ 

た段階で、招待試合といいますか少し大きな

イベントといいますか、そんなことも計画で

きればなというふうに今のところは考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 議席番号８番、日本

共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で質問いたします。今回は大

きく分けて３つの問題を質問させていただき

ます。 

 最初に、来年４月から実施となっている子

ども・子育て支援新制度についてお尋ねした

いと思います。 

 2012年８月に国会で子ども・子育て関連３

法案が可決、成立し、子ども・子育て支援法

が新たに制定されました。子ども・子育て支

援新制度で保育はどうなるのでしょうか。 

 保護者からは、「親の就労時間によって介

護保険のように町から保育時間の認定を受け

ると聞いたけれども本当なの」「保育園と親

自身が契約することになるの」「保育料はど

うなるの」「現金で保護者に支給されると聞

いたけれどもそうなの」というような不安の

声をお聞きしました。お尋ねしていきたいと

思います。 

 まず最初に、保育実施義務、責任はどうな

りますか。認定こども園、地域型保育事業は

どうなりますか。他市町は認定こども園を進

めているともお聞きしました。現在、町から

認定こども園にと進めているようなことがあ

るのでしょうか。また、町の保育園の中で認

定保育園にと希望する保育所があるのでしょ

うか。把握しているかどうかお尋ねしたいと

思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 議員ご質問に

お答えをしたいと思います。 

 児童福祉法に規定されている保育所での保

育に関しましては、新制度のもとで引き続き

現在の制度と同様に町が保育の実施義務を担

うことになりますので、変更はございません。 

 また、認定こども園の件が出ましたけれど

も、認定こども園は就学前の子供に幼児教育、

保育を提供する機能、また地域における子育

て支援を行う機能を備えた、認定基準を満た

した施設であります。県から認定こども園の

認定を受けることができます。 

 認定こども園については、現在、相談はあ

るんですけれども、町内に関してはまだ今後

どうするとかは決まっておりません。 

 もう一つ、地域型の保育園ということです

ね。今現在、そのような要望は聞いておりま

せん。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 保育責任は今までど

おり町がということで、認定こども園のほう

はまた別枠になるわけですね。保育実施義務

の責任は、保育所のほうは今までどおりとい

うことで安心しましたけれども、認定こども

園、地域型保育事業はまた別枠ではないでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今ほど認定こ

ども園は内灘町にまだ相談ということだけで

聞いているんですけれども、認定こども園に

ついてはいろいろな企業とかそういうことも

できるんで、町とは別と考えています。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ２つ目といたしまし

て、保育所の入所手続に保育必要量の認定が

必要になってくるかと思います。入所手続は

どのようになりますか。 

 また、育児休業中で上に子供がいる場合、

保育の継続は可能でしょうか。お尋ねしたい

と思います。 
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○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 まず入所手続

のことなんですけれども、保護者が保育所で

の保育を希望する場合、現在と同様、町に申

し込み、保護者が町に手続をして利用する仕

組みには全く変わりはありません。また、継

続についても変わりはありません。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 大きく変わることの

一つに、親の就労時間によって保育の必要量

の認定をまず町がするというふうに聞いてお

りますが、その後、申請をするということで

聞いておりますが、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 保育の必要性

の認定につきましては、保護者の就労状況、

また疾病等を勘案し決定となります。 

 必要量については、各家庭の就労実態等に

応じまして、保護者のフルタイム就労を想定

した１日最大11時間の保育利用と、パートタ

イム就労を想定しました１日最大８時間の保

育利用に原則分けられます。 

 また、就労の時間などの詳細につきまして

は、国の基準に基づきこれから定めることと

なります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 親の就労時間によっ

て変わってくると、認定が。４時間のパート

さんでも８時間保育が受けられるということ

でしょうか。 

 といいますのは、一番心配になるのは、子

供に、その子、その子によって時間がまちま

ちですと、本当に保育園という中で大体８時

間は皆さん同じように過ごすということが、

お互いに子供たちが育ち合っていかれるとい

う点で落ちついて保育園の中で生活ができる

んじゃないかというふうに思います。そうい

う中で、フルタイムは11時間、年間何時間と

か、パートさんの場合は最大８時間ですか、

年間何時間とかいうふうに国のほうから決め

てきているわけではないでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今ほど時間帯

につきまして、この２つの11時間と８時間に

なっていくということなんですけれども、最

終的には町で決めるんですけれども、今現在、

国のほうからはまだお知らせがないというこ

とで、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 国からはまだお知ら

せがないと。それにしても、もう秋には認定、

それから保育申請の受け付けが始まってくる

ということで、近々そういうことがわかって

くるんじゃないかとは思います。 

 でも、いずれにしましても先ほども言いま

したように余りにも短い子供やら長い子供や

らというようなことで落ちつかなくなるよう

なことがないように、ぜひ町の裁量でしてい

ただけないかなというふうに思います。 

 もう一つ、今までは６時以降は保育の延長

時間というようなことで延長保育がありまし

たけれども、今後はどういう位置づけになっ

てくるのでしょうか。わかりましたらお願い

いたします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今現在、保育

所については朝７時から夜の７時まで開所し

ています。それで11時間ということで６時か

ら７時までは延長保育になっています。 

 今、町のほうで考えているのは、その体制

は崩したくないという、今まだ最終的に決ま

ってないんですけれども崩したくないという

考え方でいきたいと思っています。 

 以上です。 
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○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ崩さないで、今

までどおりということで６時から７時を延長

保育の時間というふうにしていただきたいな

と思います。 

 ただ、もう一つ考えられるのは、８時間と

いうことになった場合に、その方がその日に

どうしても延長をというようなことになりま

すと、そこら辺は自己負担ということで考え

られるんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 まず、８時間

と11時間に設定をされますと、その方が８時

間になって、それをオーバーするということ

になれば料金の上乗せという形になろうかと

思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 いずれまた詳細が延

長保育というふうに見られるのか、１時間幾

らというふうにそういう方が見られるのか、

その辺は今後、まだわからないというふうに

理解していてよろしいでしょうかと思います

が。 

 じゃ、新制度の保育料は今までどおり町が

応能負担で決めるのでしょうか。徴収も町が

行うということに変わりないのでしょうか、

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今ほどの保育

料なんですけれども、利用者の負担につきま

しては世帯の所得の状況を勘案しまして、国

が定める基準を限度にしまして町が定めるこ

とになっております。 

 国の基準につきましては、ことし５月26日

に基準（案）が示されましたので、負担額の

算定が所得税から住民税に変更になります。

現行の階層区分を基本といたしまして住民税

をもとに階層区分を今後設定したいと思って

おります。 

 保育料につきましては、国の基準、現行保

育料に基づき、議員の皆様のご意見も、改正

についてはご意見もお聞きしながら定めたい

と考えております。 

 もう一つ、徴収になりますけれども、徴収

は今現在、町のほうで徴収というか滞納整理

とかそういうものをやっているんですけれど

も、町のほうになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 算定方法が所得税か

ら住民税に変わるということで計算がされる

ということになります。そうなりますと、保

育負担がふえるのかどうかがちょっとはっき

りわからないんですが、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今、所得税か

ら住民税になるということで、その国の基準

によって、住民税の所得の基準によって今よ

りもふえる可能性もあります。少なくなる可

能性もあります。それは今後、町のほうが料

金を設定しますので、今後調整が必要かと思

います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 負担が大きくなると

なかなか大変になってくるかと思いますので、

その辺のところは住民税の段階によって変わ

ってくるということかと思いますが、よく現

状を見て決めていっていただきたいなと思い

ます。 

 また、本当に秋からこの認定ということが

始まってくるというところで、保護者の方た

ちへの周知漏れもないように。そして、町と

しても保育の質を落とすことなく、保育の必

要な子供たちが保育を受けられるように配慮
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を今後もお願いしたいと思います。 

 次に移ります。子どもの医療費の窓口無料

化についてお尋ねしたいと思います。 

 子どもの医療費助成を昨年４月より高校卒

業まで拡大となり、大変喜ばれています。一

歩進めて、現在就学前まで助成されている自

己負担額1,000円をなくし完全無料化すると

概算で幾らぐらいになるのでしょうか、お尋

ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 乳児医療費の

助成では、小学生以上の児童につきまして

1,000円が負担となっております。平成25年度

の乳児医療費の申請件数を見ますと6,970件

ありました。医療費助成につきましては約

5,170万円でありました。このうち小学生以上

の申請件数は2,571件です。１回の申請で数カ

月分の医療費を申請される方が多々多々あり

ます。 

 議員お問い合わせの自己負担なしとした場

合には、医療費1,000円以下の方も申請に来ら

れますので、その概算については把握するこ

とが今できません。ご理解をお願いしたいと

思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 小学校以上が2,571

件、金額のほうはちょっと言われなかったの

でわからないんですが、月に1,000円というこ

とですので幾らぐらいになるかというような

ことをまた一度概算を出していただいて、こ

の1,000円の負担額を払わなくてもいいよう

に拡大していただくように検討をお願いした

いと思っています。 

 県下の中にも1,000円負担なしの完全無料

化のところが出ております。また、輪島など

は独自で子どもの医療費を窓口無料化にする

と聞いております。 

 県へ先日、窓口無料化の交渉に行ってまい

りました。若いお母さんたちが子供を連れて

切実な訴えをされておりました。その中で、

ある学校の先生がおっしゃるには、保健室に

来た子供、けがをして保健室に子供が来たそ

うです。処置をしまして病院へ行こうねとい

うふうに声をかけたところ、その子供さんは

家にはお金がないから、僕は痛くても我慢す

るから病院へは連れていかないでと言われた

そうです。 

 県が窓口無料にして助成も拡大すれば、小

さい子供たちの胸を痛めずに済むことになり

ます。早期に病院に連れていけば、重症化に

なる前に元気な子供たちにすることができる

と思います。一日も早く窓口無料化にしてほ

しいという願いを、どうかまた町のほうから

も再三県のほうへ訴えていっていただきたい

と思います。 

 次に、２つ目の高齢化に伴い元気策をとい

うことで何点か質問させていただきたいと思

います。 

 まず最初に、医療・介護総合法案が衆議院

で可決され、現在、参議院で審議されていま

す。昨年の９月議会でも質問させていただき

ました。介護保険制度について質問します。 

 「家族介護から社会で支える介護へ」をス

ローガンに介護保険制度は14年前導入されま

した。介護保険だけでは在宅生活を維持でき

ない状況は一層深刻化しております。 

 私たちの年代になりますと、親の介護に悩

んでいる方、介護のために仕事をやめた方が

ふえております。また、孫の子守と親の介護

でふらふらという方もいらっしゃいます。 

 全国的に見ても、年間10万人もの介護離職、

15年間で550件を超える介護心中、殺人などの

悲惨な事件の根底に、利用料の負担が重くの

しかかり、サービスの抑制や生活苦が重大な

要因になっております。にもかかわらず、法

案では要支援１、２と認定された介護サービ

スの訪問介護、デイサービスなどの通所介護

を廃止する。つまり介護保険給付から外すと
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なっています。 

 ９月の一般質問のときには、25年３月の実

績で要支援認定者は165名、介護サービス等の

受給者は122名。サービス内容は、訪問介護、

通所介護、訪問、通所によるリハビリを受け

ている方との説明を受けました。 

 要支援の方の74％、全国的には80％の方が

介護保険サービスを受けています。この方た

ちが一体これからどうなっていくのでしょう

か。町としての考えをお伺いしたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 今回の法律の改正案では、要支援者に対す

る訪問介護やデイサービスが介護保険制度の

適用から市町村が取り組む介護予防サービス

などの地域支援事業へ移行することになりま

す。これまでの地域支援事業としての介護予

防事業を多様化し、新しい総合事業として位

置づけされるものでございます。 

 町といたしましては、今後、財源のほうも

まだ決まっておりませんので、国や他市町の

動向を注視しながら、要支援者に対する適切

な介護サービス等に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 要支援の方たちが今

ある地域支援事業に新たなメニューを設けて

新しい総合事業としてやっていくということ

の説明かと思います。 

 そうなりますと、今認定を受けていらっし

ゃらない方、要支援の認定を受けていらっし

ゃらない二次予防事業の対象者の方と同じ扱

いとなっていくのでしょうか、お尋ねしたい

と思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 この法律の流れからいたしましたら、そう

なると思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 そうなりますと、要

支援で今まで介護サービスを受けていた、介

護保険で給付を受けていた、そういう方たち

が今度は地域の中で、市町村の裁量でいろい

ろすると。予算づけもされてくるかと思いま

すが、今まで元気な方たち、筋力アップとか

そういうようなことで健康に暮らしていた方

たちと同等になっていくと、同じようなこと

になるということで、要支援の方たちはどう

なっていくんだろうかというような心配があ

ります。 

 現在、要支援でデイサービスを利用してい

る方の多くの方が、ひとりで入浴するのが不

安。ひとり暮らしで、もしお風呂に入ってい

る間に何かあったら大変というようなことで

デイサービスに行っていらっしゃる方、そう

いうような方も多いかと思います。そうした

要支援の方々に利用アンケートとか要望など

をお聞きになっていらっしゃるのでしょうか、

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 アンケート等については、通告にもなかっ

たもんですから私ちょっと把握はしてないん

ですけれども、議員さんご心配されています

地域支援事業になりましたら、市町村が行い

ます地域支援事業に対する国の交付金という

ものがありまして、これが上限割合が決まっ

ております。そこで今後、全体の事業費を踏

まえて、この必要性とかそういうものをメニ

ューを検討する必要があると思います。 

 現段階ではこのようなお答えでございます。 

 以上でございます。 
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○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 通告をしておりませ

んでしたので済みません。 

 いずれにしましても、今現在の要支援の人

たちがどういう暮らし方をしていらっしゃる

のか一度把握をされまして、そうした場合に

入浴サービスをするということになりますと、

どうも国のほうはその単価や人件費を現在の

訪問・通所介護の報酬以下に抑えてくる。目

的は削ると、削減するという狙いがあるので、

結局削ってくると。 

 しかし、要支援の人たちはひとりではなか

なかお風呂に入浴するのが本当に困難という

ような、でも介護のほうには行かれないとい

うような方もいらっしゃるかと思いますので、

本当に実情を把握されまして、その人に合っ

た、もしそういう点でお金が足りないようで

したら町の裁量で出していただいて、そうす

ることがひいては要支援の方が快適に暮らし

ていくことが要介護になることを予防してい

くことにつながっていくんではないかと。要

支援の人が今まで元気な人たちと一緒になっ

て、ボランティアの方がいろいろ見てくれま

すよとか、ＮＰＯでしますよとかいろんなこ

とがあっても、要するにその単価を下げた場

合に今ある事業所がその安いお金で受けてく

れるのかどうかということもとても心配なん

です。受けたとしても、そこの事業所が持続

可能になっていくのか。 

 やはりその辺は今まで町の中でいろいろと

尽くしてきた高齢の方たちです。その方たち

のやはり要支援で頑張れる方は頑張ってほし

い、少しぐらいお金は出しますよというとこ

ろで頑張っていただきたいというふうに思い

ますが、国はいろいろ削減策しか言ってこな

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 介護のサービスです

か、そちらにつきましては、私もサービス、

極端に落とすわけにはいかないと思っており

まして、またそのときには議員の皆様とも十

分にご相談をしたいと思っております。 

 また、今回のこの改正でございますが、自

己負担額というのがございます。自己負担額

につきましては、基本的には低所得者は低く

すると、より低くすると。ただし、資産があ

ったり所得がある方については相応の負担を

していただくというそういう制度でございま

す。これ全体あわせて町として検討してまい

りますので、また議会にお示しした場合には

ご相談させていただきますので、今後よろし

くお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ高齢になっても

安心して暮らしていけるまちづくりにしてい

かなければならないと思います。再度、サー

ビスの低下にならないようにお願いをして、

次の質問に移りたいと思います。 

 次に、地域包括ケアについてお尋ねしたい

と思います。 

 政府、厚労省は、地域包括ケアを市町村単

位で構築すると盛んに宣伝をしています。町

はどのように受けとめておられるのでしょう

か、お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 地域包括ケアシステムとは、高齢者が住み

なれた地域で自分らしい暮らしを続けられる

よう、医療、介護、介護予防、住まい、生活

支援が一体的に提供できる仕組みとのことで

ございます。 

 法律の改正案では、現在、町の地域包括支

援センターが担っております包括的、継続的

な支援体制を拡大、強化し、専門職で構成す

る組織を設置して困難事例等にも対応させ、

地域における支援体制をネットワーク化させ

るものでございます。 
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 町といたしましては、こうした地域包括ケ

アシステムの構築に向け、関係機関と連携し

ながら高齢者のニーズに合わせたサービスの

提供に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 地域包括ケアについ

て、本当に住みなれた地域で最後まで暮らせ

るように医療とか介護が、看護が一体となっ

てネットワークを組みしていくと。そういう

中で、なかなか人員が不足しているという難

点がありますけれども、町としてぜひ克服し

ていただいて、これが実るように努力してい

ただきたいなと思っております。 

 次に、認知症の予防策について質問したい

と思います。 

 親が認知症であったりすると、自分もなる

のではないか。また、初期の段階では頭が重

い、このままわからなくなっていくのがとて

も不安になると、そういうような声をお聞き

します。 

 町でも認知症の方への地域の見守り対策が

講じられてきました。サポーター養成もされ

ています。予防策についてどのようにお考え

でしょうか、お伺いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 認知症の予防策の今回の法律の改正案では、

認知症の人とその家族が安心して暮らしてい

ける支援体制の推進を市町村が取り組む介護

予防などの地域支援事業とされております。 

 これまでの考え方は、認知症の方が行動や

心理症状による危機発生後の対応であったも

のが、今後は危機発生を未然に防ぐ対応に主

眼を置くとされております。 

 認知症専門医による指導のもとに早期診断、

早期対応に向けた体制で、初期の段階から包

括的、集中的な支援を行うものでございます。 

 こうした中、本町では専門医療機関である

金沢医科大学病院を初め町内の開業医、医療

介護専門員等にご協力をいただき、サポート

体制を今後整えていきたいと考えております。 

 また、町民の皆様にも認知症のことを理解

していただくことが大切であると思っており、

これまで町内の７地区において認知症高齢者

見守り訓練を行い、正しい知識や対応の仕方

について周知、啓発にも努めております。 

 今後、この法改正の趣旨を踏まえ、認知症

になっても住みなれた地域で暮らし続けられ

る支援体制を目指して、認知症予防施策の推

進にしっかりと取り組んでまいりたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 法改正によって市町

村のほうに移され、地域支援という形で早期

診断、早期対応ということでやっていくとい

うお答えでありました。金沢医科大とサポー

ト体制をとってやっていくということであり

ました。 

 たまたま５月12日、ＮＨＫの「あさイチ」

の番組で、住みなれた町でいつまでも生き生

きと暮らすために認知症予防のできる町とし

て鳥取県の琴浦町が紹介されていました。見

られた方もいらっしゃると思います。2004年

から継続して取り組みがなされている数少な

い町の一つであります。 

 琴浦町では、鳥取大学医学部の認知症研究

の専門医の浦上克哉教授の協力のもとに、ま

ず認知症対策委員会を立ち上げて、そして04

年度から認知症予防群を早期に発見するため

に65歳以上の介護保険未申請者を対象に、ひ

らめきはつらつ教室をスタートさせています。

教室では、認知症理解に向けてのミニ講演と

タッチパネル式コンピュータを用いて検査を

行い、１次で困難が見受けられた方には２次

検査に進み、軽度認知障害、認知症の疑いの

ある方は神経内科医が診察し、結果を説明し、
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精密検査の必要のある方は専門医療機関の紹

介をする。軽度認知障害の方には、ほほえみ

の会の参加を促していく。ほほえみの会では、

血圧測定から始まって、体操、音読、計算な

どのプログラムを盛り込んだ認知症予防教室

を続けてきているということです。 

 こうした中で、やはり認知症になられると

本当に最初の間はそれがよくわからなくて、

家族も本人もパニック状態になると。そして

本当に虐待のようなことが起きたり、また世

間の目を気にしたりというようなことで、ど

こへ相談に行ったらいいのか、また本人も家

族も戸惑って同じようなことを味わっている

人たちと話がしたいとしても、そうしたとき

にどこへ行ったらいいのか、そういうような

ところで悩んでいらっしゃる方が数多くいら

っしゃると思います。 

 ここの琴浦町のような、今これから内灘町

もされていくであろう認知症の予防について、

ぜひ一歩踏み込んだところで、なる前のとこ

ろから皆さんでミニ講演を始めたり、こうし

たいろんなほほえみの会なんかで体験したこ

とを皆さんの前で発表したりして、みんなで

情報を共通し合って、認知症も別に頭の中の

血流の病気だというようなことで理解を深め

ていくようなところで、もっと温かくお互い

に見守っていく、気にせずに外へ出ていかれ

るようにすれば、その人らしく豊かに生きて

いくことができるというふうに思いますので、

今後とも取り組みをよろしくお願いしたいと

思います。 

 一言お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 今ほどの鳥取県琴浦

町の取り組みでございますが、私も今後検討

してまいりたいと、勉強してまいりたいと思

っております。 

 町では、各地区で現在、いきいきサロンな

どの高齢者を対象とした介護予防教室を通じ

て、認知症の正しい知識や認知症にならない

ような講座等も開いております。 

 また、先ほども答弁で申し上げましたが、

町民の皆様にも認知症のことを理解していた

だくことが大切なことと考えており、これま

で町内７カ所において認知症高齢者見守り訓

練を行い、正しい知識や対応の仕方について

周知、啓発にも努めているところでございま

す。 

 今後も高齢者のみならず地域住民の皆様に

認知症に関して周知徹底をしてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いをいた

します。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ありがとうございま

す。 

 本当に認知症になっても全てがだめになっ

てしまうわけじゃなくて、１カ所、１カ所と

緩やかにいろんな機能が衰えていくというこ

とになってくるかと思います。本当に豊かに

暮らしていかれるように手助けをお願いした

いと思います。 

 次に、関連してくるかと思いますが、公園

の遊具についてお尋ねしたいと思います。 

 新聞に、退職後の新生活で公園デビューし

てみませんか。今、全国の公園で大人が楽し

く体を鍛えられる健康遊具がふえています。

こんな記事が載っておりました。 

 背中のカーブに沿って背筋を伸ばせる背伸

ばしベンチ、グリップを握って腕立て伏せが

できるアームトレーナー、コの字型の平均台、

腹筋ベンチ、つり輪など、高齢社会に対応し

て健康遊具がふえ、高齢者が使う機会もふえ

ていると国土交通省の担当者が答えていまし

た。 

 また、介護予防啓発事業として運動習慣日

を開いているところもあります。資格を持っ

た指導員、介護予防サポーターが健康遊具の

効果的な使い方などを教えています。初対面
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の方でも自然に交流が図られ、一人でできな

い運動も教室に来ればできていい。公園の健

康遊具はいつでも使えてよいと、好評の新聞

記事でありました。 

 内灘町にも公園デビューする方が多くなる

ように前向きに検討をお願いしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどお話

ありましたように、近年、高齢者の健康づく

りのために都市公園に健康遊具を設置する自

治体がふえております。高齢者が気軽に体力

づくりができる一方、体格が合わない子供が

遊んでいて落下や骨折、手足を挟まれるとい

った事故が起きているという新聞報道がなさ

れております。 

 こういった状況を考えますと、本町におき

ましては、子供用の遊具と大人用の遊具が混

在する中での安全性や健康遊具の種類など、

公園に健康遊具を設置することにつきまして

は、もう少し調査、検討をさせていただきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 私も遊具によっては

子供たちは全然危険だとは感じずに何でも構

いますので、そういう点ではすごく遊具選び

がとても大事かなというふうに思います。 

 ぜひいろいろ検討していただいて、そこに

そういう安全なものを置いていただければ、

子供たちと一緒になってまた交流も図れる。

子供たちが遊んでいるのを見て一緒にしたり

とかいうこともできるんではないかなという

ふうに思いますので、ぜひ前向きに検討をお

願いしたいと思います。 

 続いて、健康診査についてお伺いをしたい

と思います。 

 金沢に比べて健康診査案内がわかりづらい

という声がありました。たまたま金沢の方と

比べてみたところわかりづらいと。例えば、

胃の検診にバリウムとなっていると。金沢で

は胃カメラも入っていると。集団検診では無

理かもしれないけれども、病院によっては胃

カメラもできるんではないかというふうには

思いますけれども、そういうようなちょっと

した細かい点のところで見ていても、これは

バリウムだけしかできないのかなとか、そう

いうふうに判断される方もいらっしゃるよう

です。 

 また、かかりつけの病院の基準値と集団検

診のときの基準値が違うと。集団検診のほう

は厳しい基準値が設けられていると。できる

ことなら、かかりつけの病院で健診ができる

ようになればいいと。 

 内灘近辺のところとか、産婦人科は結構遠

いところも入れられておりますが、やはりか

かりつけですと自分の体のことをよく知って

いるという点もありまして、健診のときにす

ごくいいんではないかということも考えまし

て、ぜひ健診のできる病院の拡大を図ってほ

しいなと思いますが、その点についてはいか

がでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 胃がん検診に

おいて胃カメラの検査を導入できないかとい

うことです。 

 胃カメラ検査の導入に当たりましては、専

門医が実施する検査が望ましく、かつ実施後

の診断には複数の医師によるチェックが必要

とされております。実施するためには、専門

医の確保と診断のためチェック体制を構築し

なければなりません。 

 現在、検査実施可能医療機関は、金沢医科

大学病院を除きますと町内１医療機関だけに

なっております。近隣の金沢市内の病院では

２つの医療機関があります。このように検査

可能医療機関が少ない中で、診療の合間に胃

カメラ検査を引き受けていただける医療機関
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の確保が検討課題となっております。 

 今現在、実施に向けまして、町内の専門医

と協議中でありますので、今後見直しもあろ

うかと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 バリウムを飲むなら

胃カメラという方が多いかと思いますので、

ぜひこの点につきましても見直しをよろしく

お願いしたいというふうに思います。 

 最後に、安全・安心のまちづくりとしてお

伺いをしたいと思います。 

 鶴ヶ丘３丁目交差点または向陽台のサンク

スを内灘駅に向かって歩道を渡ろうとすると、

青のうちに渡り切れなかったというような話

をお聞きしました。この話をしていると、ま

た足を痛めた方が、私も歩道を渡ろうとした

ら赤になってしまって渡り切ることができな

かったというようなことをお伺いしました。 

 本当に歩行者が大事になかなかされないよ

うな車社会になってしまいましたが、そうい

う中で車のほうは信号が赤になっても渡ると

いうことで、猛スピードで赤になっても走っ

ていく車をよく見かけます。そうしたときに

高齢者の方たちは本当に確認をして渡ろうと

いうようなときに、どうしても時間的にもな

かなか渡り切れない。そうしたときに、金沢

などではよくあるゆとり信号、手押しでぽっ

と押すと時間が長くなって歩道を歩きやすい

と、渡り切れるというような信号がついてい

るところがありますので、内灘町にもそうい

う信号を、何か１つか２つはあるというふう

にお聞きしましたが、ぜひ信号をつけていた

だきたいというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 高齢者や障害

者の方が余裕を持って横断歩道を渡れるよう

青信号を延長させる交通弱者用押しボタンと

いうものがあります。内灘役場前のその前の

交差点、そしてもう１カ所、清湖小学校近く

の向陽台２丁目交差点の２カ所に設置されて

おります。 

 設置につきましては信号機の改良が前提と

なるため、高齢者や障害者の利用が多い交差

点については津幡警察署を通じまして石川県

公安委員会に要望していきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 最後の質問をさせて

いただきたいと思います。 

 海岸の侵食対策について、町の対応をお尋

ねしたいと思います。 

 西荒屋、室の海岸線侵食が昨年と比べて大

変ひどくなっているというお話を伺いました。

見にも行ってきました。町の対応策について

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの議

員ご質問の海岸につきましては、昨年、町で

海岸パトロールを行った際、侵食の激しい箇

所を発見いたしました。速やかに県の担当部

署のほうへ安全対策の実施と対策事業の要望

を行ったところでございます。 

 町としても定期的に大きな変化がないか注

意深く当該箇所の点検を行っております。現

状ではまだまだ危険な状態でありますことか

ら、今後も引き続き県、国に対しまして海岸

保全事業の早期実施について要望を行ってま

いりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ危険ですので、

今後とも要望等をされまして、危険のないよ

うに対処していっていただきたいと思います。 

 これで質問を終わります。 

○議長【夷藤満君】 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 
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○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。よろしくお願いいたします。 

 通告に従い一問一答方式で質問させていた

だきますが、質問の順番を少々入れかえて質

問させていただきますので、町長を初め担当

の部長の皆様方には、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 まず初めに……。 

○議長【夷藤満君】 済いません、ちょっと

待ってください。ちょっと時計がとまってお

りますので。 

 ここで時間がとまった都合によりまして、

一言私のほうから。 

 議員各位におかれましては、一般質問につ

きまして通告制をとっておりますので、通告

のない質問はされませんようお願い申し上げ

ます。 

 済いません。中島さん、よろしくお願いし

ます。 

○２番【中島利美君】 はい。ありがとうご

ざいます。続けてでよろしいでしょうか。お

願いいたします。 

 それでは、早速質問に入らせていただきた

いと思います。 

 まず初めに、ペットの墓地についてお尋ね

したいと思います。 

 近年、犬や猫などのペットを飼う人が大変

増加傾向にあります。内灘町内だけでも犬の

登録件数は1,440匹、未登録の犬や登録義務の

ない猫、その他の小動物を数えれば、その数

は優に2,000匹を超える数になると推測され

ます。内灘町の世帯数からすれば、今や５軒

に１軒の割合でご家庭で何らかのペットを飼

われているという現状となっております。 

 そして最近ではペットを飼う状況も大きく

変わってきており、ペットも家族同様にとも

に暮らし、とりわけ高齢者の方々などは自分

の子供のように溺愛し、そのかわいがり方は

大変なものです。 

 しかし、そのペットも命あるもの。必ず命

を全うし死を迎える日がやってきます。その

とき飼い主の方々は家族を亡くしたと同じよ

うに大きな悲しみに包まれ、中にはペットロ

ス症候群と言われる精神的、身体的なショッ

ク状態に陥る人もいるということです。その

原因の一つには、亡くなったペットの葬儀や

埋葬方法、その後の供養の方法などにも問題

があると言われています。 

 最近のペットブームから民間のペット葬儀

社は石川県内でも10社近くありますが、いず

れも金沢市の南部方面や加賀地区にあり、内

灘町からはかなり遠い立地条件となっていま

す。また、葬儀、火葬、納骨などに至るまで

を民間の葬儀社でとり行ってもらうと、最低

５万円から高いところでは十数万円、20万円

以上と多額な費用がかかり、経済的な負担は

大変大きく、誰もが気軽に利用できるもので

はありません。 

 では、実際にペットを亡くした方々はどう

しているのか。聞き取り調査を行ったところ、

大きく分けて５つのパターンがありました。 

 １つは、今ほどご説明したとおりに、民間

のペット葬儀社に依頼し納骨までお願いする

方。 

 ２つ目は、海や山、雑木林などに自分で穴

を掘って無断で埋葬する方。これに関しては

ご存じの方もいらっしゃると思いますが、内

灘霊園の中にはあちらこちらに「ポチのお墓」

「タマのお墓」といったような木札が立てら

れており、半ば暗黙の了解のように内灘霊園

の松の木の根元あたりにはたくさんの動物の

お墓が設置されております。これは半ば暗黙

の了解のような状態となっております。 

 ３つ目は、火葬までを民間の葬儀社で行っ

てもらい、遺骨を海や山に散骨する方。 

 ４つ目は、民間業者で火葬の後、遺骨を自

宅でいつまでも供養される方。 

 そして５つ目は、自治体の斎場で何匹かの

犬や猫、動物をまとめて火葬する方法となっ

ております。この５つ目の方法に関しまして
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は、自分が持ち込んだペット、動物１体だけ

を火葬するのではなくて、幾つかまとまって

から火葬するという方法になっておりますの

で、当然その遺骨というものは持ち帰ること

が不可能です。また、持ち込んで受け付けを

した後もその日に火葬されるとは限らずに、

数日後、その火葬がいつ行われるかというこ

ともわかってはおりません。 

 以上、ご説明したように、人によってはそ

のペットの埋葬方法もさまざまでした。 

 しかし、お話を伺ってみると、本当はほと

んどの方が、人間と同じようにペットも火葬

し、遺骨を自分たちの住む近くに納骨し、い

つでも自由にお参りができれば、できること

ならそうしたいとおっしゃっておいでます。 

 さきにも述べたように、今やペットも家族

同然です。ペットが亡くなった後の供養が思

うようにできなかったり遺骨の処分に困って

いる方が本当にたくさんいらっしゃるのです。

特に高齢者の方々の中には、多額のお金を払

って民間の業者に預けてはあるものの遠くて

なかなか行くこともできず、寂しい思いは募

るばかりとおっしゃっておられます。 

 そこで、ぜひ内灘町に動物専用の合葬墓の

ようなものがつくれないか、ぜひつくってほ

しいという町民の多くの要望が寄せられてお

ります。 

 川口町長も以前は犬を飼っておられたとも

伺っております。動物への思いは熱いものと

思います。また、先日は北國新聞にも、内灘

町が地域猫の避妊去勢手術助成の記事が掲載

されており、文中には動物愛護の町と紹介さ

れておりました。 

 以上のようなことも含め、町は今後、動物

の墓地などをどのようにお考えになるのか、

ぜひお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 さきに、私が以前ペットを飼っていたとい

うお話、今でも飼っておりますので。 

 それでは、お答えいたします。 

 自治体によるペットの合葬墓の設置は、全

国的に事例が少ないのが現状でございます。

県内におきましても動物専用の合葬墓はない

ようでございます。 

 議員のおっしゃるように民間のペット葬儀

社は県内に複数ありますが、民間での葬儀、

火葬、納骨をすると多額の費用負担がかかる

ことは認識をしております。 

 民間業者を利用した場合、個別火葬を選択

すれば合葬墓等に納骨が可能でございますが、

河北斎場の動物専用焼却施設を利用された場

合は他のペットとの合同火葬であり、焼骨の

引き渡しは行っていないのが現状でございま

す。 

 動物の墓地につきましては、町で運営すべ

き施設なのか、設置するとすれば、墓地の形

態、設置場所、建設費、維持管理面等、十分

な研究が必要と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今回の質問に当たり、

私もいろいろと調査をさせていただきました。

全国では、既に自治体でも動物の慰霊碑やモ

ニュメントといったようなものを設置してい

るところが数カ所ありました。その背景には、

公衆衛生やその他公共の福祉の見地から、ペ

ット霊園の設置が適正に行われることが必要

との考えが全国的に広まってきているという

ところにあります。 

 中でも、神戸市では動物慰霊碑を設置し、

年に１回動物慰霊祭を行っております。慰霊

祭には230人もの人が訪れ、動物たちの冥福を

祈ったそうです。このように、既に全国の各

自治体が動物愛護の精神から取り組みを始め

ております。 

 残念ながら石川県内ではこのような取り組

みをしているところはいまだありません。 



 －52－ 

 そこで、内灘町がまず先駆けて動物慰霊碑

の設置に取り組めば、「内灘町はさすがや」

「川口町長はさすがや」と言われることは間

違いないと思います。先ほども町長のご答弁

からは、これにはいろいろな研究や調査が必

要とありましたが、そのことも含めまして、

ぜひ町長の見解としてこのお話を進めていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町の犬の登録件数は増加傾向にございます

が、ペットを飼われていない町民の皆様も多

数おいでになり、設置することは現段階では

難しいと思っております。しかし、ペットを

飼われている家庭も増加傾向にあり、動物合

葬墓の設置などにつきましては今後研究して

まいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ありがとうございま

す。 

 ここで、動物愛護管理法について少しご紹

介をしたいと思います。 

 動物愛護管理法第２条、「動物が命あるも

のであることにかんがみ、何人も、動物をみ

だりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのな

いようにするのみでなく、人と動物の共生に

配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り

扱うようにしなければならない。」。また、

これは死体取扱規則、これは人に対しての法

令なんですが、死体に対する礼儀というもの

が載っております。「第５条 死体の取扱に

当つては、死者に対する礼（礼儀）が失われ

ることのないように注意しなければならな

い。」、このようなことが法令で定められて

おります。 

 このように、私は、子供たちに今後、人間

のみならず動物も含めた命のとうとさや亡く

なった後もその思いを大切にすることの重要

性を伝えていくことも私たち大人の役目では

ないかと思っております。動物が好きとか嫌

いとかそういった問題ではなく、命の尊厳の

大切さと亡くなった者をしのび供養するとい

う道徳的観念から、町が率先して動物愛護の

精神とともに動物慰霊碑の建設をぜひ前向き

に検討していただきたいと思っております。 

 先ほどから川口町長には、今後この件につ

いては調査、検討し進めていくというふうに

お答えいただいておりますので、これ以上の

追及はやめとしたいと思いますが、ぜひぜひ

この件に関しては、私もぜひ実現するまで川

口町長のほうにはお願いしたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次の質問に入らせていただきた

いと思います。 

 今年度から新事業として始まりました産後

安心ヘルパー派遣事業についてお尋ねいたし

ます。 

 子育て支援ナンバーワンを目指す当町でこ

のような新事業がスタートしたことは、福祉

を専門分野として取り組んでこられた川口町

長の町政に対する特色の一つとも言えるので

はないでしょうか。 

 この事業は、昨年６月に国が少子化危機突

破のための緊急対策の一つとして産後ケアの

強化を打ち出したものです。 

 近年、産後の育児不安や児童虐待との関連

も指摘されていることから、産院から退院後

の母子にできる限り早期に接触を図り、必要

な支援につなげることが大切とされています。

とりわけ乳幼児の虐待は命にかかわるような

重症例が発生しやすく、虐待の２次予防とし

ての早期発見、早期対応にも効果が期待され

ております。 

 また、近年の家族形態の多様化や手狭な住

宅事情などにもよって実家や親族の援助も受

けられないといったケースも年々増加傾向に

あります。 
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 さらに、当町の特色の一つとして、近年、

若い世代の夫婦が新居を求めて当町に移り住

み子育てを行うといった方々が大勢いらっし

ゃいます。その中には、他町や他県から来ら

れて近所に親戚や知人も全くいないといった

方々も少なくはありません。 

 出産したら誰でもが母親になれるものでは

なく、産後、十分な休息をとりながら、赤ち

ゃんの成長とともに子育てを乗り越えていく

過程の中で母親として成長していくと思われ

ます。そのようなことから、この産後安心ヘ

ルパー派遣事業は、まさに母親の心身の回復

を助け、育児力を高めるための大切な事業と

思われます。 

 そこでお尋ねいたします。当町が考えるこ

の事業の目的と、事業がスタートして約２カ

月がたちますが、利用実績をお聞かせくださ

い。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 この事業の目

的でありますけれども、出産の日からおおむ

ね１年程度の産婦が体調不良や心身の疾病等

及び家族による支援が難しいことにより育児

または家事が困難な場合に、支援としてヘル

パーを派遣するものでございます。 

 利用実績ですが、今現在のところ実績はご

ざいません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今のところ実績はな

いと伺いましたが、当町のこの事業概要はお

おむね野々市市さんのものを参考にされたと

伺っております。野々市市さんは既に数年前

からこの事業に取り組んでおられ、野々市市

さんの年間利用実績はご存じでしょうか。私

が伺ったところでは、毎年10件にも満たない

ようなとても少ない利用件数と伺っておりま

す。町はこの野々市市さんの利用実態を伺っ

てどう捉えているのかなと私は思います。現

在、当町での利用者もゼロ。この要因はどこ

にあるのか。 

 私は、当町が作成したこの事業に関するチ

ラシを拝見しましたが、チラシというのは、

（資料提示）このようなチラシが現在子育て

支援センターと保健センターのほうに置かれ

ていると伺っております。このチラシを私は

拝見して思ったことは、女性の一人として、

まずこれを見ても利用したいなとは余り思わ

なかったんですね。それはなぜか。やはり事

業の発想そのものが行政目線で、利用者の目

線に立っていないなということからなんです。 

 まず、ここにも書いてありますが、「育児

や家事が困難な方」とありますが、利用者す

なわち読み手側からすれば、よっぽど困った

ときじゃなかったら利用できないのかなとい

うふうな捉え方になります。そのような方の

支援はもちろん大切なのではありますが、そ

こまでには至らなくても、初めての子育てで

不安を抱えている方、また産後鬱
うつ

になってい

る方など、精神的な支援を必要とされている

方はたくさんいらっしゃると思います。 

 また、この事業に最も必要で今後求められ

ることは緊急時の対応です。例えば、お母さ

んが急に病気やけがをして赤ちゃんのお世話

ができなくなったときなど、周りに頼る人も

知り合いもいないといったときこそ、この事

業の必要性が求められるのではないでしょう

か。しかし、この事業の申し込みや受付は子

育て支援センター、通称カンガルームで、そ

して実際に派遣されるヘルパーさんは社会福

祉協議会となっております。 

 そこでお尋ねしたいと思います。案内のチ

ラシの中では、ヘルパーの派遣時間は午前９

時から午後５時、土日祝日も対応可能とあり

ますが、緊急時や時間外、子育て支援センタ

ーが休館日のときなどの申し込みや問い合わ

せ、また社会福祉協議会との連携などはどの

ようになっているのか、お答えいただきたい

と思います。 
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○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 議員のご質問

にお答えをいたします。 

 緊急時、時間外、子育て支援センターが休

館のときなどの申し込みや問い合わせ、また

社会福祉協議会との連携はどのようになって

いるかということですけれども、ヘルパー派

遣は、利用者の体調や利用期間、支援の内容

等を保健センター保健師と情報交換を行いま

して利用を決定し、委託業者に派遣を依頼す

るものであります。緊急時の対応は、このヘ

ルパー派遣事業では現時点では難しいと考え

ています。また、先行して実施している自治

体で時間外利用はないと聞いております。 

 現在、社会福祉協議会のみが委託先となっ

ておりますが、今後365日24時間対応可能な民

間業者などを委託として活用する考えはある

かということ……。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ありがとうございま

す。 

 今ほどの答弁では、おおむね事前に把握で

きるような事例には対応するというような多

分ことだと思うんです。概要にもそのように

書かれてありますし、規則は１週間前に申し

込みが必要と原則なっておりますよね。 

 でも私が今質問にも申し上げましたように、

緊急時こそやっぱりこういう制度がすごく必

要となってくるし、私は利用者側の立場とし

たらそういうときの対応が一番求められると

思うんです。 

 今の答弁の中でも、他町ではない、他町と

いうか自治体でそういった時間外の対応をし

ているところはないということだったんです

が、ここで本当にお願いしたいのは、社会福

祉協議会さんだけではなくて、例えばの話、

２つとか３つの民間事業者にこういった事業

を委託することによって連携も生まれ、それ

こそ今言われたように365日24時間の対応と

いうものが可能になると私は思うんです。 

 なのでお伺いしたいんですが、今後、町と

しては、社会福祉協議会さん以外に民間のそ

ういった業者さんにこういった事業を委託す

るお考えはあるのか、お尋ねいたします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 現在は社会福

祉協議会のみが委託先となっておりますが、

今後365日24時間対応可能な民間業者などを

委託先としまして活用する考えはないかとい

うことなんですけれども、今年度は、町内に

おいてヘルパー派遣事業に実績があり、需要

見込みに対応できる業者として内灘町社会福

祉協議会に委託をしております。 

 民間事業者等への委託ということなんです

けれども、いまだに先ほど言いましたとおり

利用実績がございません。今後、利用状況等

を見ながら、民間業者への委託や事業の啓発

も含め今後検討していきたいなと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 担当部長に申し上げ

たいと思います。実績がないからやらないの

ではなく、実績はつくるものだと私は思いま

す。それを内灘町がぜひ率先してやっていた

だきたいと思います。 

 今ほど社会福祉協議会さんの説明の中に、

ヘルパーさんが対応可能だということでおっ

しゃっておられましたが、多分この事業に当

たりまして社会福祉協議会さんのヘルパーの

皆様も研修やお勉強もされていることとは思

いますが、今現在、社会福祉協議会さんに至

ってはほとんど９割以上、おおむね99％近く

が高齢者の方、障害者の方のヘルパー事業が

ほとんどだと私は認識しております。そして

この産後安心ヘルパー派遣事業に至っては、

対象者は赤ちゃんになるわけですよね。もち
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ろんお母さんのケアというか、その見守りと

かいうことも対象はお母さんにもなるかと思

うんですが、でも赤ちゃんのおむつ交換もあ

り、授乳というか、おっぱいを、ミルクを飲

ませることも出てくるでしょう。そして、も

しかしたら赤ちゃんをお風呂に入れなくては

いけないという事案も出てくるかもしれない。

そうなったときに本当に社会福祉協議会さん

が全く対象の違う、高齢者や障害者さんたち

と違う赤ちゃんというものを実践してすぐに

どこまで対応できるのかというところも、私

はやっぱり正直不安材料の一つでもあるんで

すね。 

 そこで私が町にお願いしたいのは、やはり

赤ちゃんとか乳幼児というものの専門家、い

わゆる保育士とかそういった方ですよね。看

護師。そういった赤ちゃんになれていらっし

ゃる方というか、そういった方々をぜひこの

ヘルパー派遣事業に私は適用していただきた

い。そういった意味も含めまして、社会福祉

協議会さん以外のそういった民間事業者に委

託するということも今後必要なのではないか

と思うんです。 

 やはり対象は赤ちゃんです。いろんな思わ

ぬ出来事も発生してくると私は思います。な

ので、ぜひ先ほどからも言っている365日24

時間といった緊急事態や時間外の対応も含め

てなんですけれども、社会福祉協議会さん一

つだけに委託するのではなく、業者間の相乗

効果も含めまして民間業者の登用をぜひお願

いしたいと思います。 

 それと、このチラシ自体が対象者である妊

婦さんや産後のお母さんたちに余り手渡って

おらず、この事業自体が今現在周知されてい

ないのが現状だと思います。 

 私はきょうの質問に至るまで、ずっと町の

ホームページ隅から隅まで見させていただい

たんですが、残念ながらこの「産後安心ヘル

パー派遣事業」という文字はどこにも出てき

ませんでした。まず登録されておりませんね。

この周知ができておりません、ホームページ

でも。これに至っては利用者はあらわれなく

ても私は当然かなとも感じました。今や情報

はインターネットでの情報収集の時代です。

ホームページに関しましては、きょうすぐに

でも取りかかって作成をしていただきたいと

思います。 

 また、この事業が広く周知されるために、

妊娠がわかった段階で誰もが受け取りにくる

母子手帳と一緒に初回無料券などを配布して

はどうかと思っております。当町ではまだ始

まったばかりの事業であり、利用者も事業者

も手探りの状態です。利用者のお母さんたち

にはハードルを低くして、ささいな悩みや相

談事でもまずは利用していただくことから始

めていただきたいと思います。事業者にとっ

てもいろいろなお母さんや赤ちゃんたちに接

することで経験を積み重ね、よりよいサービ

スを提供していけるよう、とにかくまずはお

互いに利用していただくことから始まるので

はないでしょうか。 

 子育て支援ナンバーワンを目指すことは川

口町長の公約でもあり、この事業の充実こそ

が妊娠、出産、子育てに至るまでの連携した

支援であります。全国の自治体では既にさま

ざまな取り組みがなされており、中でも東京

の世田谷区と武蔵野大学では共同で宿泊型子

育て支援施設を実施したところもあります。

国がこのモデル事業として導入を決めたそう

です。幸い当町にも金沢医科大学という立派

な学校と病院もあり、将来的には世田谷区の

ような取り組みも夢ではありません。 

 石川県では同様のヘルパー派遣事業を行っ

ているところは幾つかありますが、24時間365

日対応という自治体はいまだ一つもありませ

ん。妊婦の歯科検診に18歳までの子ども医療

費助成、ファミリーサポート事業にこの24時

間365日対応の産後安心ヘルパー派遣事業が

加われば、鬼に金棒、石川県下子育て支援ナ

ンバーワンは間違いありません。 
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 ぜひ川口町長のこれまでの福祉分野で培っ

てこられた手腕と決断力で初回無料券の配布

と24時間365日対応の実現を目指してよろし

くお願いしたいと思いますが、町の見解をお

聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 今のお話の中

で無料券という件も出ましたけれども、この

産後安心ヘルパー派遣事業は今年度の新しい

事業でありまして利用実績も今ありません。

事業の啓発も含めて今後検討してまいりたい

と思っております。また、24時間対応の事業

ですが、利用される方の実績状況等も踏まえ、

今後考えてまいりたいと思います。 

 いずれにいたしましても、産後安心ヘルパ

ー派遣事業を含め、子育て支援施策事業の全

体のさらなる充実に努めたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 済いません。時間も

なくなりましたので、次の質問に移らせてい

ただきたいと思います。 

 最後に、高齢者や障害者の虐待の実態と、

昨年度策定された内灘町地域福祉活動計画に

ついて質問させていただきます。 

 先日、北國新聞に金沢市の高齢者、障害者、

また児童に対する虐待の記事が載っておりま

した。きょうは、その中の高齢者と障害者に

ついてお尋ねいたします。 

 金沢市の報告では、障害者虐待と判定され

たのは６人、高齢者虐待においては、相談及

び通報件数は144件、うち79件、約半数が虐待

と判断されました。私はこの記事を読んで、

石川県内で、私たちの住むすぐ隣の市でこの

ような深刻な事態が起こっていることに驚き

を感じました。近年、高齢化社会がますます

進んでいく中で、当町としても人ごとではな

く、緊急性を要する重要な問題だと考えてお

ります。 

 そこで、お伺いいたします。当町で金沢市

のような虐待に関する実態調査を行ったこと

はあるのか。また、あるとすればその実態は

どうだったのか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 本町では虐待

に限った実態調査は現在行っておりませんが、

ケアマネジャーや相談員、民生児童委員など

福祉関係者の方々に虐待防止に関する啓発と

虐待情報の通報依頼を行い、さまざまな機会

を捉えて情報収集とその対応に努めていると

ころであります。 

 また、本町における虐待に関する相談、通

報件数についてですが、高齢者に関しまして

は25年度７件、うち虐待と判断したのは２件

でございます。そのうち１件は緊急性がある

と認め、施設に一時保護いたしました。残り

の１件につきましては、本人並びに家族と今

後のことも含め十分協議し、ご理解をいただ

いた上で見守っていくことにいたしました。 

 障害者に関しましては、25年度の相談、通

報件数は１件で、調査確認の結果、虐待では

ございませんでした。 

 なお、本年度に入って高齢者、障害者に対

する虐待事案はお聞きはしておりません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今ほどの説明では、

幸いにも当町では件数的にはそれほど多くな

いのかなと感じましたが、虐待というのは、

ともすれば命にかかわる重大かつ重要な問題

につながってきます。 

 当町では、虐待の相談や通報があった場合

どのような対応をとられているのか、お答え

ください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町では、本人
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はもとより家族、ケアマネジャー、民生児童

委員、知人などさまざまな方々から相談や通

報を受けた場合に、まず役場福祉課で直ちに

事案の調査確認と対応を協議します。 

 次に、必要に応じて石川県の専門チームや

警察等も含めまして対応を検討いたします。

その際、場合によっては立入調査を行うこと

もあります。その後、本人に必要な支援対策

を行うとともに、経過観察、周囲を取り巻く

関係者で見守り、追跡調査をすることにして

おります。 

 なお、虐待事案の対処に当たりましては、

特に生命の危機に着目し、緊急性を念頭に迅

速な対応に努めるよう心がけております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 行政として当町でも

適切な対応をされていることと思いますが、

さきにも申し上げたとおり、高齢化社会はま

すます進み、今後は行政の対応だけでは目も

手も行き届かなくなっていくと思われます。 

 そこで重要視されてくるのが、昨年度当町

において策定されました内灘町地域福祉計画

及び地域福祉活動計画です。高齢者や障害者

のみにかかわらず、地域全体で一人一人を見

守る共助の力が重要になってくると思われま

す。とりわけ当町では、町全体に全町会に公

民館が設置されているという全国でも珍しい、

すばらしい町であります。この特性を生かし、

各公民館や町会、区長会とも連携を図り、せ

っかくつくった計画を絵に描いた餅で終わら

せることのないように地域福祉活動計画に沿

った一日も早い取り組みが望まれます。 

 計画策定後、現在はどうなっているのか。

この問題については、２年も３年もかけて実

行に移すというような悠長なことは言っては

おられません。できる限りのスピード感を持

って地域の方々のご理解とご協力のもと実践

と行動に移していただきたいと思いますが、

町の現状と今後の見解をお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部長【大徳茂君】 町では、今年

３月に作成いたしました地域福祉計画のダイ

ジェスト版を活用しながら地区説明会を順次

開催し、各地区での取り組みを推進していく

ことにしております。これまで町会、区長会、

民生児童委員協議会等の会議におきまして趣

旨をご説明し、今後の協力依頼をさせていた

だきました。 

 現在、各地区での具体的な説明会の内容検

討や日程調整を進めており、準備が整った地

区から順次開催することにしておりますが、

今後一層加速させまして、できるだけ早い段

階で説明会を開催し、計画の周知、啓発と取

り組みの推進に取り組んでまいりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○２番【中島利美君】 ありがとうございま

した。 

○議長【夷藤満君】 次、11番、水口裕子議

員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 この前の３月議会の

清水議員に続いて私も60回目の一般質問とな

りました。少しも上達しないのですが、最近、

集団的自衛権、秘密保護法、原発の再稼働、

そして原発の輸出、忘れられて置き去りにさ

れていく福島の被災者の人たち。こんな状況

の中で最近の質問は、議員になったころの風

力発電とかエコスクールとか女性議会とか、

わくわくするような提案ができなくなってい

るのですが、これでも精いっぱい町民の皆さ

んの安全・安心と生活向上のために質問して

おりますので、きょうは時間も遅くなりまし

て大変ですが、町執行部の方々も、余りおも

しろくない質問、不得手な質問、そんなこと

もいろいろあるかもしれませんが、しっかり

受けとめていただいて答弁をしていただきま

すようにまずはお願いして、一問一答で質問
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をさせていただきたいと思います。 

 まず、北部開発促進協議会から町長に出さ

れた北部開発についての提言書について幾つ

かお尋ねします。 

 町は378万円でコンサルタント会社に北部

調査を依頼しましたが、まだその結果は出て

おりません。それなのに町は今出てきた提言

書を重視し、向こうのほうの住民の方々の総

意として扱っていくというふうに先ほど町長

もおっしゃいました。 

 昨年の６月議会で私は白帆台について質問

し、説明会を開くように求めました。そのと

きに長丸部長は、調査した結果がないので、

その結果が出なければ検討材料もないので説

明会もできないし検討もできないというふう

な旨の答弁をされました。にもかかわらず、

このたびはまだコンサルトの結果がないまま

に、町は北部開発促進協議会に参加もして、

アドバイザーとしてですけれども参加して、

ともにこの提言をつくってきたというふうに

総務産建常任委員会などでも説明されていま

す。 

 そのほうが後戻りのないよい提言ができる

というふうなことが理由の趣旨だったと思い

ますが、この提言書においてインター建設に

ついてが大変大きなウエートを占めていると

私は思いますけれども、このインター建設に

ついては、その場所を含め賛否いろいろな意

見があったことは、ここにいる皆さんもよく

ご存じのはずです。当時は、白帆台は町会を

挙げて反対でした。そのいきさつを考えれば、

今回の町の態度は住民全体の立場に立ってい

るとは私には思えません。 

 北部開発推進協議会は20回も開かれて頑張

ってこられたというふうなことでしたけれど

も、開発を推進するというその名前のとおり、

開発を推進したい人たち、白帆台の真ん中に

インターをつくりたいなと思っている、そう

いう人たちと町のなれ合いというふうになっ

てはいなかったのか。その推進協議会の外に

対してはどんなふうであったのか、お聞きし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 昨年の６月

定例会で北部地区基本構想事前調査業務の費

用として400万円の補正予算をお願いしまし

て、各種資料の収集や検討業務を行ってきた

ところであります。昨年の６月時点で白帆台

住人の意見を聞いたらどうかということにつ

きましては、町の方向性が決まった時点でと

説明したものでございます。 

 それから、先ほど言われておりました町職

員が事務局員として会議に入っているのは、

北部開発促進協議会からの依頼により事務局

員の職務を行っているものでございます。そ

の職務は、本会の事務や事業を処理するため

の事務局長の職務を補佐するために会議に同

席しているものでございます。 

 また、北部開発促進協議会の理事、役員の

方々は一般町民の方であり、法律的なことや

図面化することなどはふなれなことでもあり、

同席の事務局員は、助言はしますが決して事

務局員みずからが意見を言うものではござい

ません。全て北部地区の住民が自分たちの地

域の将来構想についてみずから動き、議論を

重ね、このほど町へ提言書を提出されたもの

でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 町の立場とかそうい

うことはわかりました。 

 ただ、やはり納得いかないのは、そしたら

コンサルタントに依頼した調査というのは一

体何だったのかということになります。今回

出てきたその提言を住民の総意として重く受

けとめ、それを実現に向かってやっていくと

いうことは、一体その整合性はどうなるのか

ということを私はもう一度申し上げておきた

いと思います。 

 この提言書が出ましてから白帆台に行きま
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して、町内で出会った若い人たちに意見を聞

いてみました。犬を連れて散歩している方と

か駐車場で車を洗っている方とか立ち話をし

ている方、そういう方々に、若い方に意見を

聞いてみましたら、「町会の代表がどういう

ふうに選ばれたのかは知らない」、「北部開

発推進協議会自身を知らない」とか「そうい

うことが話し合われているのを知らなかっ

た」とか「町会は中央インターに反対してく

れているものだと思っていた」というふうな

声ばかりでした。 

 このことについては、町会のほうの住民に

対する周知の問題かとも思いますけれども、

けれども今出てきたこの提言を町が総意とし

て受けとめて進めていくからには、町も町会

と一緒になって、やはりこれだけ皆さんが知

らないというふうに、私が出会った方は皆さ

ん知らないとおっしゃっておりましたので、

住民に対する説明会をすぐに開くべきだと思

うのですが、いかがでしょうか。 

 平成24年にインターチェンジの説明会が開

かれたが、それは十分な説明会とは言えず棚

上げ状態だというふうに提言書の中には書か

れておりましたけれども、そのときその説明

会を傍聴した私は、インターがつくられる白

帆台の住民からは反対意見が相次いで、総意

として反対ということで決着がついたと思っ

ておりましたので、この提言書には住民の方

と同じように驚いています。 

 住民の方々もそういうふうに驚いていられ

るようですので早くに説明会を開催していた

だきたいが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 北部地区基

本構想事前調査業務を進めていく上では、町

独自で進めるのではなく、北部の方々との方

向性の意思統一を図りながら進めていくこと

が重要ではないかと考えております。 

 事前調査業務が終わりましたら、県の関係

課と事業化への課題等を整理しながら、また

議会の皆様とも協議し、町としての方向性を

見出していきたいと思っております。その見

出した町の方針について白帆台町会や関係町

会にお示しし、理解を求めた上で整備位置の

最終決定としたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 昨年の何か６月議会

のぶり返しのようになってきておりますけれ

ども、やはり今違うのは、町が総意としてこ

の真ん中にあるインター、白帆台中央のイン

ターの書かれているこれを町が総意として受

けとめたというふうにおっしゃっている点で

す。やはりそれだけ事態が動いているわけで

すから、もう全てが決まってから住民に声を

かけるのではなく、決まっていく過程におい

て住民の声を聞くということが大変大切だと

いうことは情報公開の常道です。 

 決まってから、これはどうですかと言うん

じゃなくて、決まる過程において、これはど

うですかというふうに言うべきだと思います

が、そのことはどうでしょうか。そしてまた、

北部の人たちだけでなく、南部地区の人たち

にもそういうふうにして意見を聞くべきだと

思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 似たような

答弁になるかもしれませんが、私ども、提言

書については北部の方々が集まった意見を集

約されたものです。それを参考意見としてと

いうことでお答えしていると思います。参考

意見として、町のビジョン策定の参考意見と

して伺ったというふうに言っております。で

すから、まだ町の最終的な方針というものが

見えていない状態で白帆台地区とか地元町会

に説明に行くのはいかがかと思いまして、昨

年６月議会の答弁と同様な答弁となったもの

でございます。 

 それから、南部の人にも意見を聞くべきで
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はないかということでございますが、北部地

区基本構想につきましては、上位計画であり

ます都市計画マスタープランに反映させるこ

ととしております。町の都市計画の指針とな

りますこの都市計画マスタープランは、全体

構想がまとまった段階で町内全域の住民説明

会やパブリックコメントを求めることとなっ

ております。そういった中で説明をしていき

たいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 南部地区の方には、

それでもうとにかく意見を言う場が与えられ

るということはそれでいいと思います。けれ

ども北部、当該地区の方にとっては、やはり

午前中の生田議員の質問のときにも、町長は

これは総意として受けとめているというふう

におっしゃったと思います。参考としますと

いうふうなお返事ではなかったと思いますが。 

 それでは、もう一度今お聞きします。もし

私の聞き違いだったら困るので、もう一回お

聞きします。これは単なる参考ですね。提言

は単なる参考なんですね。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 午前中の生

田議員の答弁にもいたしましたけれども、提

言内容を参考意見としまして基本構想をしっ

かりとまとめていきたいという午前中の町長

の答弁でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、私がなぜ南部

地区の人にも意見を聞くべきかというふうに

言っているのは、これは町民全体にとって町

の税金、予算、そういうようなものの使い方

もこれでいいのかというふうに議論になって

いく大きな事業だと思うからです。 

 町は、この北部開発についての長期資金計

画を示していただきたいと思います。財源は

大丈夫でしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今、事前調

査を行っている段階でございます。その事前

調査をもとに、今後、県農林部局、道路部局、

公園部局等々、事業の問題点、課題、採択が

あるのかないのか、そういったことも協議を

進め、最終的にやれるもの、やれないものの

ふるい分けをしなくてはいけないと考えてお

ります。そういったものが終わった後に、こ

ういった事業がやれるやれないを見きわめた

上で事業化の見通しができるものと考えてお

ります。そういった時点じゃないと概算事業

は見えてこないものと考えております。その

時点で、概算事業ではありますが資金計画を

お示ししたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 財源について、採択

はあるかないかということもありますけれど

も、やはりこういうふうな大きな計画が出て

きているのは採択があるだろうというふうな

計画のもとに、これは町民の総意としてやっ

ていきたいというふうな話があるんだと思い

ますので、やはりできるだけ早くに資金計画

を示していただくようにお願いします。 

 そして、北部の人たちについての、特に白

帆台の皆さんについての説明会は、町が今幾

ら言ってもする気がないようですが、町会と

して町会の皆さんにしっかりと示していって

いただけるように、町からの指導もまたして

いただけるようにお願いしておきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

 白帆台の皆さんにとっては大変大きな問題

です。町が説明会をしないというふうにどう

してもおっしゃるのなら、町会独自ででも、

知らないという人が私が出会った限り、その

人たちはみんな知らないと言っているのです

から、説明会をするべきやと思っております

ので、そういうふうに町も協力して指導して

いっていただけるようにしてほしいと思いま

すが、いかがでしょうか。 
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○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 町としては

方向性が見えた時点で説明会に行きたいとい

うことは変わっておりませんが、白帆台町会

さんに、今、北部の住民からの提言書として

は町へ出てきました。それは決定されたもん

ではございません。なるもの、ならないもの

たくさんあるかと思います。それについて今

インターだけに限ってお話しかと思いますけ

ど、白帆台町会独自でここのインターがいい

のかどうか、町から白帆台町会に申し入れろ

というような趣旨かなと思いますけど……。 

 じゃ、恐れ入ります。もう一回。 

○11番【水口裕子君】 白帆台に申し入れろ

というんじゃなくて、白帆台の町会としてそ

ういう説明会、こんな提言書がありますとい

うことを白帆台の皆さんにその内容を説明す

るように。提言書についてもちゃんと指導と

いうか相談に乗って、その中に入ってちゃん

とうまくいくようにお手伝いされたんですか

ら、白帆台の町内会の説明会についてもちゃ

んと町は相談に乗って、白帆台の皆さんが知

らないよと。もちろん北部のほかの住居地の

人も、もしかしたらご存じないかもしれませ

ん。皆さんに知らしめるように町も協力して

ほしいということです。 

○都市整備部長【長丸一平君】 続けたいと

思います。 

 こちらも白帆台町会さんのほうに確認した

ところ、町会役員会には説明した旨は聞いて

おります。ただ、全体については町会長さん

の判断かなと思いますんで、そこのところま

では承知しております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 とにかく情報は早目

に出す。全て早目早目に出すということで、

お願いしておきたいと思います。 

 次、内灘闘争跡地の取得について、その後

の進展をお伺いします。 

 北部開発促進協議会の提言にも取り上げら

れております。今ほど申し上げました提言の

中にも、この内灘闘争跡地をしっかりと保全

していきなさいよということが書かれており

ます。 

 また、町議会での同僚議員の一般質問、そ

れから石川県と観光協会が出しましたこのよ

うなパンフレットが（資料提示）、加賀百万

石ウォークというのがありますが、この加賀

百万石ウォークの中でも金沢市のウオークの

一つの例として６カ所しか出ていない、金沢

市として。そのうちの１カ所が内灘町の「内

灘の風を感じよう！」という資料館とか着弾

地を見て歩こうというのが一つ入っておりま

す。河北郡市ではこれたった一つです。それ

だけ内灘町のこの闘争跡地というのは、やは

り魅力もあるし価値もあるところなんです。 

 それなのに全然進みません。土地改良組合

は、観光バスなどが来てもとまれるように、

その前に駐車場までつくってくれております。

町はこれらの声に応えて、いつ跡地を文化財

にできるのですか。その後の経緯をお伺いし

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 着弾地観測所の町

文化財指定につきましては、現状のまま指定

することを基本に土地所有者の県と協議して

まいりました。その協議の中で小濱神社社址

及び着弾地観測所周辺の整備計画の提出を求

められ、県に提出しているところであります。

現在その回答を待っている状態であり、その

結果を受け、文化財指定を進めたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、その計画を出

されたのはいつで、もう半年以上たっている

のではないですか。スピード感のある町政と

いうことについてどうなんでしょうか。どれ
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だけたっておりますか。もうお返事が来ても

いいころだと思いますが。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 半年ほど前にとい

うか、正確な日にちはわかりませんが、出し

ましたところ、正確な図面をくださいという

ことがあり、その後それを作成するというこ

とで進めております。 

 ただ、県のほうも人事等で組織等も少し変

わったようでありますので、今、県はそれを

受けていろいろとこちらに向けてまたボール

を投げ返してくれるものというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 県の担当がかわった

というのは余り理由にならないと思います。

むしろ町が軽んじられている。町のこれが大

切だということがわかっていればきちっと県

の担当も申し送りをしてくれるだろうし、そ

んな担当がかわってどうのこうのというのは

問題外だと思います。もっとしっかりと主張

してほしい。いつまでも今の状況では町の威

信にもかかわります。 

 北部開発推進協議会のここにも提言されて

いると書きましたけれども、ここの顧問には

町長も名前を連ねていらっしゃいますよね。

それから内灘町選出の米田県議も顧問として

ここにお名前を連ねていらっしゃいます。町

長と米田県議がしっかりとこの提言書に名前

を出された。この提言書の中で、これは大切

なところですよ、しっかりと見直しし、資源

を生かした事業をしていってくださいよとい

うふうに書いておられるんです。 

 これについていま一度、今後の見通しは、

町長いかがでしょうか。言いにくいことかも

しれませんけれども、言いにくい質問にもぜ

ひともお答えいただきたいと思いますが、い

かがでしょう。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 手続を踏んで進め

ているということについては、今その最中で

あります。そして町が今ボールを向こうに投

げているわけでして、そのボールがどう返っ

てくるのかを町は受けて進めるということで

あります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 サッカーでもバスケ

ットボールでも、ボールを余りいつまででも

持ち過ぎたらこれはファールになるというふ

うに私は何か聞いたように思いますけれども、

早く放り返していただけるように、また努力

をしていただきますようにお願いいたします。 

 それから、文化財指定をしなくても、それ

まででも手入れはできます。権現森だけでな

く、西荒屋のほうに残されているもう一つの

着弾地の整備、それも全くできていない状態

だと見ております。保全策はいかがでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 小濱神社社址及び

着弾地観測所周辺の管理につきましては、年

２回除草を行っております。構築物の保全策

及び周辺整備については、文化財指定を進め

た段階で取りかかりたいと考えております。 

 また、西荒屋ですね。除草を計画しており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 西荒屋のほうもそう

ですが、権現森のトーチカ跡も随分ぼろぼろ

になってきております。その文化財指定につ

いて、見通しがないというんでしょうか、余

り見通しをお話ししていただけない中で、文

化財指定後に保全策を講じますというのは、

ちょっとひどいんじゃないかなと思いますけ
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れども、文化財指定がされようがされまいが

保全策を講じていただきたい。これが町民の

財産を守るための正しい姿勢ではないかと思

いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 何回も同じことを

聞かれて答えることになりますけれども、物

にはやっぱり順序があるというふうに思って

います。速やかにゴーサインが出た段階でや

ればいいというふうに判断をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 何回も同じことを聞

くということで、余りいいお返事、いいお顔

がいただけないと思うんですけれども。でも

本当に文化財にならなくてもしっかりと保全

していっていただきたいという気持ちで言っ

ておりますので、ぜひその点は気持ちを酌み

取っていただいて、もう少し明るいお顔で答

弁いただきたいなと思います。 

 次に、町の原発防災計画についてお伺いし

ます。 

 清水議員がこれについても質問されていま

したけれども、せっかく原子力の防災計画を

町独自でつくりながら、町の担当の人が議会

の提示より先に県の承認が必要だというふう

に言って、議会のほうに簡単な説明しかしな

かったのは本末転倒であると思っております。

県に相談する前に町の議会で意見を言わせろ

というふうに総務産業建設常任委員会で何度

も申し上げましたけれども、聞き入れられま

せんでした。面倒な意見を言わせまいとして

言ったとしか私には思えません、残念ながら。 

 先ほど太田議員と久下教育長との間で交わ

されました。試案ができたら議会にお示しし

たい。そしたら太田議員が、早く出していた

だいて一緒に考えましょうというふうに、そ

ういうふうなやりとりをされていました。こ

れが本当に町の執行部と議会のあるべき姿だ

というふうに思っております。 

 町のほうは、議会に条文を出さなかったと

いう誤りをしっかり認めていただいて、今後

このようなことがないようにここで誓ってい

ただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

○議長【夷藤満君】 今のことって誰に対し

て聞いとらんや。 

○11番【水口裕子君】 町に対して。どなた

でも結構です。今回の担当の方でいいと思い

ますけど。 

○議長【夷藤満君】 答弁できるような質問

じゃなくて、こっちのやりとりしとったり、

原発の話ししてみたり、町と議員とのあり方

を言ったりとかしとるから、何を答えていい

か多分答弁者もわからんと思う。趣旨をはっ

きりわかるようにもう一度質問してほしいと

思うけど。 

○11番【水口裕子君】 県に相談する前に町

の議会で質問とか意見とかが言えないという

ことは、これは全く本末転倒であるというこ

とです。今後このようなことのないように、

担当の方にはしっかりとしていただきたいと

思いますが、いかがでしょうかということで

す。 

○議長【夷藤満君】 上出孝之副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ただいまのご質問

にお答えいたします。 

 午前中の清水議員の一般質問でもお答えい

たしましたが、災害対策基本法では、市町村

防災会議において地域防災計画を作成し、必

要があると認めるときはこれを修正しなけれ

ばならないと規定されております。今回の修

正も法律に基づいて進めているものでござい

ます。決して県を優先しているものではござ

いません。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 県を優先しているも
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のではないというふうにおっしゃいましたけ

れども、そういうふうにしか見えない。思え

ない。県に出す前に議員に意見は聞かない。

それではやっぱり違うと思います。 

 さっきから何回も言いますけれども、決ま

ってから見せるんじゃなくて、決まる前にそ

の過程、プロセスにおいてちゃんと公開して

意見を聞くということが情報公開のこれは第

一義だと思っておりますので、ぜひとも今後

ともこの方向でよろしくお願いしたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 今ほどのご質問に

お答えいたします。 

 町の地域防災計画につきましては、町の防

災会議で決定することとなっております。い

ずれにいたしましても、町といたしましても

今回の修正で地域防災計画の作成が終了した

というわけではありません。今後とも、より

よい計画となるよう議会の皆様のご意見もお

伺いし、修正の必要があれば適宜見直してい

きたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ぜひともそのように

キャッチボールができますように、よろしく

お願いしておきたいと思います。 

 そして、総務産業建設常任委員会でわずか

に説明があったわけですけれども、その中で、

「内灘町民は、志賀原発から30キロ圏内の住

民の避難を妨げるような不要不急の動きをし

てはいけない」という内容の一文を入れたと

いうふうなことをおっしゃいました。このこ

とについては、既に私は昨年の６月議会で指

摘しております。 

 原子力規制委員会は、５キロ圏内のＰＡＺ

の人たちに避難指示が出されたときには、30

キロ圏内のＵＰＺを含む市町村は同時期に避

難を開始して避難経路の交通渋滞を招くこと

を避けるなど、５キロ圏内の住民が円滑に避

難できるように配慮すべきというふうに決め

られているそうですが、30キロ圏外について

はその範疇ではなく、何も決まりはありませ

ん。40キロ圏内の内灘町は北電や県と今のと

ころ安全協定を結べてはいませんけれども、

協定などに縛られて逃げられないような30キ

ロ圏内に含まれていなくてかえってよかった

のではないでしょうかということをそのとき

にも申し上げました。 

 飯舘村で証明されているように、原発が過

酷事故を起こした時点で、風向き次第では40

キロメートル圏の内灘町が真っ先に逃げなけ

ればいけなくなる事態も十分考えられるので

す。その点は皆さん否やはないと思います。 

 それなのに、わざわざ町民の手足を縛るよ

うな「不要不急の動きをしてはいけない」と

いう条文を入れたのは、これはどうしてでし

ょうか。どこからか指導でもありましたか。

どこからも何も言われていないのだとしたら、

町民の安全が損なわれるような結果になると

は思わなかったのでしょうか。お聞かせくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 上出副町長。 

   〔副町長 上出孝之君 登壇〕 

○副町長【上出孝之君】 ただいまの質問に

お答えいたします。 

 石川県の計画では、実際に原子力災害が発

生した場合、志賀原子力発電所を中心とする

おおむね30キロ圏内の緊急時防護措置を準備

する区域、いわゆるＵＰＺ圏内の８市町の地

域外への避難先を県内の避難所として割り振

りを定めております。そして本町はバックア

ップ市町として、必要に応じて避難者を受け

入れることとなっております。 

 このＵＰＺ圏内の８市町の避難者が迅速に

避難できるような体制を整える必要がありま

す。 

 町民が自主避難することを規制できません

が、実際に原子力災害が発生した場合、避難
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経路の交通渋滞を招くおそれが予想されるこ

とからも、「不要不急の車両の運転を控える」

と明記いたしました。 

 住民等の適切な行動の確保と混乱の防止を

図るためにも、一つの市町だけでの行動を避

け、広域的な対応が必要であると考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 バックアップ市町と

いうふうになっているということをお聞かせ

いただきました。 

 そういうふうにして義務を受け入れるのな

らば、やはり北電や県と安全協定を結ぶとか、

情報がしっかりと来るようにして、そんな場

合にはどんなふうにして対応するのか。ただ

不要不急の動きをしてはならないというだけ

でなく、どんなふうにして対応するのかとい

う、そういう対応策はこの計画の中には入っ

ているんですか。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 ただいまのご質問

にお答えいたします。 

 議員ご質問のさらなる措置ということでご

ざいますけれども、他の関係機関との協定と

かそういうことでございますけれども、これ

は広域的な見地に立って、上位の計画である

県の防災計画の内容も踏まえながら今後の課

題として捉えていくべきものであるというふ

うに考えております。 

 町民の原子力災害時の対応につきましては、

午前中にも申し上げたとおりでございますが、

屋内の退避等の計画も盛り込んでございます。 

 それから、そういう原子力防災時に対する

町民に対する情報の伝達等につきましても規

定してございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 今のお答えによりま

すと、不要不急の動きをせずに屋内退避をし

ておれと、そういうふうな感じにとれました。

逃げてはいけないわけですね。このことはま

た委員会でしっかりと、これ以上は質問させ

ていただきたいと思います。 

 もう時間がなくなってきているようですの

で。 

 このように町民の手足を縛るような、そう

いうふうな条項は今後、理解に苦しみますの

で、削除していくようにまた求めていきたい

と思います。 

 たとえ県や国が何と言おうと、どこが何を

言おうと、町は町民を原子力災害から守るた

めに最善の計画をつくらなければいけないと

思っております。もちろん町のほうもそうい

うふうに思ってつくっていらっしゃるのでし

ょうけれども、今のところ、そんなときにど

ういうふうに対応するのか。単に屋内退避だ

けを書いていらっしゃるのではちょっと不満

でございます。 

 町民を守る覚悟を町長にしっかりと宣言し

ていただきたいけれども、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 北総務部長。 

   〔総務部長 北雅夫君 登壇〕 

○総務部長【北雅夫君】 原子力の防災計画

につきましては、先ほど副町長からも申し上

げましたように、広域的な見地に立って、そ

して県の防災計画にのっとりながら、今後さ

らなる充実を目指してまいりたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では次、宿泊施設の

サイクリングターミナルの改築についてお伺

いいたします。 

 町長は、宿泊施設としてのサイクリングタ

ーミナルを改築していきたいというふうに川

口議員に答弁されましたけれども、町が新た

に宿泊施設を持つことは、指定管理にしてい

くというふうにしても大変負担ではないかと
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思います。 

 サッカー合宿のことも先ほど取り上げられ

ておりましたけれども、例えば七尾市などは、

宿泊施設は自治体が設けなくても民間で十分

にあるというふうな、そんな状況でありまし

た。 

 改築するには、経営の見通しだけでなく、

交付税や補助金などがどういうふうに使える

見通しがあるのかということも大切だと思っ

ております。この点はいかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町の宿泊施設、サイクリングターミナルの

ことを言われておるんでないかなと思うんで

すけれども、本年３月の定例会においてお答

えしましたように、さらなる充実が必要と思

っております。それはやっぱり交流人口の拡

大、合宿誘致等によるものでございます。そ

の際には民間資本の導入も選択肢に必要と捉

えていると答えております。 

 私は今、サイクリングターミナル、増築、

改築必要と考えておりますけれども、これは

あくまでも町で建てるのでなくて、民間資本

を導入して建てる方向で今いろいろと動いて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。意見が合って大変うれしいです。 

 そこでちょっと話は変わりますが、この民

間活用についてですが、一時期盛んに議会で

も取り上げられておりました民間活用、企業

誘致活動そのものを最近は、議会からも余り

質問がないからかもしれませんけれども聞き

ませんが、現在どのような企業誘致活動が行

われているのか。今ほどいろいろやっていま

すというお話もありましたけれども、それに

ついてお答えください。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 基本的に企業誘致というのは余り情報を外

に出さない。８割、９割方来るという確定し

ましたらまた皆様にお知らせをいたしたいと

思っております。 

 民間の宿泊施設や商業施設の誘致活動につ

きましては、現在、鋭意情報収集や誘致活動

を行っており、具体的な見通しが立った段階

で皆様にご報告をさせていただきたいと思っ

ております。 

 今後も関係機関と連携を密にし、積極的な

誘致活動を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では最後の質問とし

て、プラッツへ派遣されている職員の処遇に

ついてお伺いします。 

 清水議員が昨年３月でしたか質問されたそ

のときの答弁によれば、規定を直前に変えて

プラッツへ職員を派遣ということになりまし

た。そしてその職員さんがプラッツで力を発

揮されているのは結構なんですけれども、そ

の役場職員さんが最近は本来の事務手続とか

そういったことだけでなく、子供たちのサッ

カー指導までしているというふうに聞きまし

た。 

 役場職員として雇用された有能な官吏であ

った職員に、今まで培ってきた能力を発揮し

て今ほども言いましたプラッツの立て直しの

ため、これからもっともっと盛んになってい

くために働いてもらうことは、町がスポーツ

を重視してやっていくという方針であります

から、しばらくの処置としては私も理解して

おります。 

 ただ私が問題にしているのは、その方が仕

事としてその時間にサッカーの指導をされて
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いるということです。趣味として時間外にさ

れるということは別に問題にはなりません。

初めからプラッツの職員として雇用された人

ならばスポーツの指導をするのは当然ですが、

でも派遣されている当該職員の方は違います。

その方が能力のある役場の職員であり官吏で

あったことを町民もよく知っていて、本来の

庁内での仕事でしっかりと実力を発揮しても

らいたいというふうに思っております。 

 本来の方向で力を発揮して町運営のために

経験を積むことが町の職員としてのあるべき

姿であり、職員自身のその方のためにも、何

よりも住民のためであるのではないかと思う

のです。スポーツ指導員が必要なら、プラッ

ツ自身がそういうスポーツを指導する方を雇

用するべきではないでしょうか。いかがお考

えでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 元気な町を標榜す

る内灘町にとって、スポーツによる活性化は

大事やということについては同じ考えなんで

すね。それと、プラッツに対して総合型地域

スポーツクラブを立て直して町のスポーツ振

興につなげていくことも賛成いただいている

というふうに今お聞きしました。 

 その結果、成果は私は徐々に出ているとい

うふうにも感じているところです。プラッツ

が狙いどおりに少しずつ成果を上げていると

いうのは本当にうれしく思っています。そし

てまた、今後は高齢者の介護予防、そんな運

動プログラムも提供できるようなことまで私

はぜひプラッツにしてほしいというふうにも

考えているところです。 

 ご質問の派遣した職員がサッカーを教えて

いる云々という話ですが、サッカーは教えて

いません。小学校低学年の子に運動プログラ

ムを提供しています。それも週に現在３回、

１時間半程度を３回、実際は１時間半もして

いません。そのことがプラッツ自身の判断で

行われていることですし、なぜプラッツに派

遣した職員が子供たちの健全育成のために、

それも低学年の子供たちです。スポーツ嫌い

にならないようなことを、一生懸命スポーツ

好きに、縄跳びをしたり器械運動をしたりい

ろんなことをやっているんですよ。そのこと

をなぜそんなに批判的に見られるのか、私は

理解できません。 

 プラッツに派遣した職員が町のスポーツ振

興のためにプラッツの事業に携わることに何

の問題もないと私は考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 サッカーというのが

誤解だったのかもしれませんけれども、スポ

ーツの指導をするに当たっては、先ほども申

し上げましたスポーツの指導をする人をきっ

ちりとプラッツで雇用するべきだと思ってお

ります。その思いは変わりません。 

 そのことについてはいかがですか。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 派遣して机の前だ

けで仕事をすることはいいけれども、指導を

することはいけない。指導することをこれか

らずっとプラッツは彼に要求するのかどうか

私は聞いていません。別にこちらからどうい

う仕事をしなさい、町の仕事も持っていって

いますけれども、それ以外にプラッツを立て

直して町民のスポーツ振興に資することは全

てやれということで、彼は使命感を持ってや

っています。その中にたった週３回のそんな

子供たちのスポーツ教室までなぜさせるんだ

ということの、そんな言い方は私はちょっと

何か彼自身に対して失礼じゃないかなという

ふうにも思います。 

 それで、今後そういうことがどうなってい

くか。別に彼がしなきゃならないことなのか。

それは立て直す段階の中で、彼自身もそうい

うことにたけたスポーツ体育指導員も持って
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おります。そういうことでそれを活用して今

やっているわけですよ。なのに、なぜそれが

おかしなことだというふうに言われるのか、

少し私には理解ができません。 

 ですから、必ずこれから彼はそういう仕事

も続けていくということではありません。取

ってかわる者がいてどんどん発展していけば

私はいいと思いますが、だからといって今の

状態をそういうふうに否定的に見られると、

やはりこれはプラッツに対しても、また彼自

身に対しても、私はなぜそんなことで非難を

されるようなことになるというのはおかしい

というふうにも感じているところです。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 私は別に当該職員さ

んを非難しているのではありません。町がそ

ういうことを容認しているということで、町

の姿勢を伺ったわけです。町はそれを容認さ

れているということで、わかりました。そう

ですよね。町が容認されなかったらそれはす

ぐにとめられるわけですから、当該職員さん

はそこへ行って。 

 別に私は職員さんを全く責めておりません。

もっと官吏としての能力を、彼は役場職員さ

んとして雇用されたわけですし、役場職員さ

んとして大変有能な方であったと町の人たち

みんなが思っているということです。ですか

らそういうふうな方面で力を早く発揮してほ

しいなと。それが本人のためであり、ひいて

は住民のためだというふうに、これは私はそ

ういうふうに思っております。 

 プラッツのあり方をまた委員会ででも話し

していただければと思いますけれども。 

○議長【夷藤満君】 質問して。本人のため

というのは。 

○11番【水口裕子君】 本人さんがそんなふ

うにして自分の官吏としての能力を最大限、

役場職員として発揮される道がもっとほかに

あるでしょうということでございます。 

 それについてはいかがお考えでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 静粛に。 

○11番【水口裕子君】 いや、本人がどうの

こうのじゃありません。それは町民にとって

どうであるかということです、それが。町民

にとって一番いい道。一番力を発揮していた

だけるのは、一番町民にとっていい力を発揮

していただけるのはどの道なんですかという

ことをお聞きしております。 

 そこへ行くことが一番、そこで子供たちを

１週間たった３時間って。たった３時間とい

うとり方と、３時間もというとり方だってあ

るわけですし、それはいろいろなとり方があ

ると思いますけれども、私は３時間もそんな

ことをしていたんですかというふうに思いま

す。いかがでしょう。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 派遣した職員は使

命感を持って今与えられた職務を一生懸命に

やっています。それが未来永劫、彼がそこで

頑張りなさいと言っているわけでもなく、逆

にそういう役場職員が外へ出て鍛えられ、い

ろんな町民との接点を持ってやることが私は

逆にプラスではないかというふうにも考えて

います。 

 そういう意味からいっても、先ほど私は彼

自身というのは、そういう意見を彼が聞いた

ときにどう思いますかということを思うんで

すよ。何か一生懸命やっていることを否定さ

れるような、やりがいがない、生きがいがな

くなるような言い方になっているということ

を言っているんです。そういうふうにとられ

ても仕方ないような、何かそんな仕事をして

いてどうするんですかと。彼は一生懸命やっ

ているんですよ。そのことに対して、何か間

接的には非常に否定的な意見に私は聞こえる

んじゃないかと。私にはそういうふうに聞こ

えました。 

 ですから、それはやっぱりまずいんじゃな
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いかなというふうに思っています。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 物の考え方の違うと

ころかなと思いますけれども、「３時間も」

か「３時間しか」か、そこら辺でもやっぱり

違うわけですから。町の考え方としてわかり

ました。 

 これで一般質問を終わります。 

○議長【夷藤満君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明日13日から17日まで

の５日間は、議案調査及び議案委員会審査の

ため休会といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、明日13日から17日までの５日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る18日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後４時57分散会 

 


